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G.E.ムーアの助手就職論文

蓮沼啓介

a 怯じめに

11898年の末近く、ムー?と私はカントとへーゲルの両方に対して反乱をお

こした。ムーアが先を行き、私はすぐあとからムー?の足取りを追勺たJ.'注。
イギリスの名門貴族の出身でめり、かつ大学者であった Bぽ tra.ndR四""は、

その哲学者としての生涯を語った回想録の中で、自らがニ才年下の G.Eムー

アと共に開始した、ドイツ槌含舗とその英圏販に対する思想反乱のことを懐か

しそうに語っている。ラッセルは『自伝』の申では、同じ思沼田乱に触れて、

こう悟っている。「ムーアが反乱の先頭に立ち、自分俗解放感をもってそのあ

とに従qたム惜のラッセルiまとう続ける。『芝生はグリーンだし、太陽や昼は

誰れもそれに気付いていな〈ても実在するのだし、又、時の流れの外側に多元

的でプラトン的なイデアの世界があると考えても良〈伝ったのであ.から、ま

るで牢獄から脱出するとい勺た感覚であうた。鈴理だげ@復せとけた世界が突

然、豊かで変化にとみ、しかもしっかりした世界に変わった。この思想反乱

弘、イギリス限措槍の大家で畠り、ムーアやラッセルが反乱の寸前まで£砕し

ていた Bradleyの哲学に対する反逆であづた。幽〉とりわげそれは、ブラッド

レイのいう Absoluteという絶対者と、絶対者の観点に立って毎日の生活を

単え返るうわぺだけの見せかけの世界に過ぎないと医めるプラッドレイの髭民主世

界からの解放であヲた.尤も、晩年のムーアはとの反逆にはあまり愛着がなく、

『ラッセルが自分に負うているのは mistakeだけであると恩う。それ以上の

ととはわからないJ盤的と木で鼻を括るようなことを冷淡に言い放 qているが、
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後年のムーアの立場から見れば mistakeでしかなかった初期の思想を、よし

それが m悶句切であれ、最初に考え出したのが、ラッゼルでiまなく、ム ア

の方であったことは明白である。独創はムーアにあうた。ムーアは『自伝』の

中でそのいきさつを簡潔かつ的確に書き残している。

それ怯18例年から18"年にかげでの年度に生じた出来事であった。当時G

Eムー?はケムプリヲダ大学の学生であり、留年の二年目であった。 G.Eムー

ア1i1892年にケムブリッジ大学に入学しTrinityCol1egeに奨学生として受

け入れられていo.1鈎6竿には好成績で卒業試験に合格し、周圏に勧められ

るままに、ム アはTrinityCollega恒例の FellowshipExam皿 RtlOD に応

募することにした固要するに助手試験であo.事攻は哲学であった。 Prize

Fellowahipという通称で知られた、この Fellowshipは優秀な学生に与えら

れる、まるで賞金のごとき助手職である。受貧者は T也nityColl曙歯に部屋

を与えられ e年弔電に亙り、毎年約加0ポンドの金額が支給されo.しかも義
務や負担は何もない。ケムプ'Jッジに住まなくても構わないし、何の仕事もな

い。文字通り好き膨字なことができるという結惨な地位を約束して〈れる代物

であった。従って、特貨の助手になる者の中には、早適Londonに移q て法

実務を学んで法廷弁護土になって、収入が安定するまでの生肘の足しにする者

も少なくは無かったわけである。

とζろで助手誠践に応募するには、論文 di随ertationを提出して、鎗文審

査に合格しなければならない。 G.Eム 7は留年して論文の作成に取り掛かう

たのであるが、留年一年自の1891年の夏に提出した論文怯審査に合格せず、

もう一年留年を延ばして論文の完成を目指していた年度の出来事であった.

この年度の途中に、 G.Eムーアは探求の方向を変え、 K血 t哲学の研究の焦

点を『実践理性批判』から『純粋盤性批判』へと移動させたのである。移動同

機縁となったの怯""""，，でめった。日夏性j という誇をKaotはとのよう

な愈味に用いているのか。この言葉の意味を確定する必要か句探求の重心が移
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動することになったわけで畠忍。ム アはこう言寄っている。

ー体 K~t はこの語で何を意味しているのか。カントがこの世で発見さ

れるはずの何者かをともか〈直後に指し示していることは間違いないし、

その何者かは別の阿膳で自国主できることも間違いない。だが、 E確には

体何を指すのか。私が取り組み、考えをめぐらしていたの位、この間いで

あった.こうしてまず真理という概念についてあれこれ考えることになっ

たのだが、それは"ントが理性という周語を周いる際に、時によって、真

理の概念に関連を持たせている様に、私には思われたからである。実樫に

ついて、考えている内に、プラッドレイの『論理学』の第頁にある 鮪

をテクストとして使おうという気になった。その一節は‘Truthand 

fals他心oddepend on仙erelation of 0町 ideasto reality"で始まり、

続いて、観念の“m..削."r意味するものJ1;I:'fの内容のうち“国 ofr，
iixed by the mind. r心によって切断され圏定された」部分であって、当
該観念の「存在からは分離して考察されたもの」“∞nsideredapart from 

t1"偲istance"であると述べている箇所であったが、観念の意味するもの

とは観念から「切断」されたものではなくて、人の心からは全〈独立の何

者かであると、私には恩われたからであo.尤も、もし私が正しく覚えて

いればの詣ですが.私はこの立場に立唱で織論を鼠みたが(中略)これが

プラッドレイの哲学を正しいとする信念から離反する始まりであった。

とうして新しい立限切点に立って執筆された論文は首尾良〈三度目の審査に合格

し、 G.Eムーアは、晴れて Trioity学療の Fellowという助手に就職できた。

前隼の審査主任で>;勺た Sidgwick がこの年の審査主任であった W~d にムー

アに有利な発言をするように口添えしておいたことが、或いは功を奏したので

あったかも知れないー
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特にブラッドレイを芭獲の標的とする、ドイツ観念益との訣別位、このよ

うにして開始された。

本格では、 G.Eム アが助手試験に応募するために提出したニつの誼文の

うち、 189B年論文の方を取り上げ、新しい立場がどのようにして形成された

のか、その生成過程を出来る限り再現す.仕事に取り掛かる積もりである.そ

れは、ムーアとラッセルというふたりの若き哲学の徒が歌待し允、観念論への

反逆という思想的事件が、どのように筆備され どのように実行されたのかを

探求する総みでもある。こうした探求を適して、次の事が明らかになる筈で忘

る.まず G.Eムーア、 B副 rdIldRussellと鬼才 LudwigWittge!ll!出血の三

人の哲学者の集いと交流の中から発展したケムブリッジにおける分析哲学の源

流を探り、その泉を擦り当てることが出来そうであるし、また、来だに鑓に包

まれたままに放置Sれている、新カント学派の哲学湖流と分析哲学の勃興とい

う哲学の新展開の聞に存した筈の関係、いわば智学史における皿ISSI喝 link

失われた結び付きを、 G.Eム アの初期の哲学に的を絞って再び見いだすこ

とも出来そうである.と同時に更に、真、議、善、美とい q た価値の傑求を行

う価値哲学を今目的な水準で行うために強圏な出発点を築いた恩U想を発慶させ

た原動力を明.みに出し、か〈て今日の時点において価値哲学に取り儲かる確

固たる足場を求めること、ここに本摘の錬求の向かうべき目標が置かれている

ことを予めお断りして置きたい。

1. G.Eムーアの生涯とその業績

G.Eムーーアは第二次大戦中に戦火を逃れるために米国に渡っているo1940 

年の10月の初めに NewYorkに到着し、 8mith白ll1egeや Prinston大学

で一定期間構畿を行っているし、この析に、現役の哲学者Living

Philosohphersのシリーズの一巻として公刊されたrG.Eムーアの哲学』に
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「自伝jを寄稿している。この「自伝」には、 G.Eムーアの生握と活動の様子

が、 1942年に至るまで、簡潔に回想されている。それによれば、 G.Eム ア

は1873年にLondonの郊外で生まれた。ロシドンの南にあたる 3m"， にあ

昼、ロンドンの市中から8マイルぼど躍れた、 UpperNorwoodというところ

である。 8人兄弟の五番目であった。両親が P併 woodに引 q越して来たの

は G.Eム アが生まれる二年前のととであ忍。 G.Eム ァの父親もその父親

も医者であった。母H親はクaーカ 教徒の家系でおる"，曙@家の出身である。

二人は息子たちを一マイルほど穣れた Dulwicheoll昭eに入学させるために、

Norwoodに越して来たのである。 Dulwichは d.y柏戸と呼ばれ.通学生

が9割を占め.新しいタイプのあLlblic民hoolでaるった。草野衛生は生徒数の
一割に満たない数であり、生徒のほとんどは、ロンドン市内か、その郊外に住

む中産階級の家庭の子供たちであ勺た。 G.Eムーアも無誼その一人でaるった.
G.E.ムーアは兄たちと同じ様に D，!覗 chCollagaに入り、毎回 マイルの遣

のりを走勺て適学した。学校で俗ギリシャ語やラテン語という古典が得怠で、

6年聞のほとんどを古典の学習に明け暮れている。自然科学や数学はほとんど

習ったことがないし、また得意でもなかうた。特に Dulwiぬでは実力のある

古典の先生に恵ま才、その実力があがったし、ドイツ喬の手限どきも受けてい

る。その御蔭で、大学では奨学金を貰うことが出来た.

G.Eム アは1892年の10月にケムブリッダ大学ね入学し、 12年の閣そこに

留まった。前半の6年間は学生として、後半の6年潤は助手として、その青春

をケムブリッジ大学それも Trinity学寮で暮らすことになったわけである。

はじめ G.Eムーアは古典科に入って二年聞は古典の勉強をしていたが、艇

に Dulwichで古典の特別を受けていた G.Eム ァには、ま新しいことは何

もな〈、学業の方は適当にやヲていたようである。そんなム 7を哲学の道に

誘い込んだのは、大学で知り合qた B俳句andRu出，11で怠る園ムーアが二年

生のときにラッセルは四年生であったが、 1894年6月にケムブリッジ大学を
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卒業したラッセルは、胃分と同じ哲学を専攻するように G.Eムーアに強く勧

めた。 G.Eムーγはラッセルの勧め伝従い、 MoralScien，舗道徳哲学を専攻

することに決めたが~古典科のギりシャ哲学をも同時に専攻することにした。

欲張ヲて二科目を専攻したわけであ忍.結局、 18鉛隼にむって道徳哲学の試

験の由来は良かったものの、古典の方は香ばしいとは言えないolj噴に終わーた，

G.Eムーアの関弘、が古典から哲学へと移斤してしまったからである。 18例年

の時点まで位、自分は将来古典の先生になヲてどとかのパブリック・スク ル

で教えるという風に漠然と人生設計を立てていた G.Eム アにとっては大き

な変わりようであった。

道徳哲学の成績が良かゥたのを見て、指導教育たちは、 G.Eム アに

Trinityの劫手試験に応募するよう勧めた。そこで G.Eム アは留学の教師

であった Wardに相談して、 Ka.ntの倫理学について輸文を書〈ことにした。

こうして1的6年から1898年までの三年特1、G.Eムーアはカントの三批判香や

prolegom阻 aまた G四ndlegungzur Metaphysik der Sittanについて思索

を重ねる運びとfぶった。留年のー年目に怯カントの飢bicald別仕'"'倫理学

説のうち Freedomに関する学鋭を取り上げ、論文に編めたoG.Eム アに

はカシトが奇妙な説を唱えてい.と恩われたのでSo。すなわち本体的自我と

経験的自我という別々の自分がいて、本体的自我は自由であるが、経験的自我

は自由ではないとする説を唱えているように恩われたわげである。カントの学

説を煮詰めて行〈とこういう結論に至る。 G.Eムーアはこう考え、 ζのおか

しな神秘説に何とか理に適った説明を加えようと鼠みた。結局、 1897年に提

出した-[回目の誼文肱審査に合格せず不合格に終わり、 G.Eムーアは留年を

もう 年延長して、論文を書き直すことにしたわけである。

運命の 年がこうして防れることになった。 1897年から1的唱年にかけての

年度に、始めに述ぺた織に、 G.Eム アは新しい立場を発見したが、この立

場に立って奮さ直した論文は見事に二回目の審査に合格して、ムーアは晴れて
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Trillityの助手職に就〈ことができたoTrinityの fellowとしての暮らしは

とても居心地が良く、楽しい生活であった。その後の6年の筒、 G.Eムーア

はなんの気雑ねもなしに哲学の探求に没頭するという素晴らしい学究生活を送

ることが出来た。

ところで『自伝』には、交友澗係をめぐる箇所について何か歯切れの悪L¥

履礁な記述があちこちに見受けられる。ラッセルと共に G.Eム アが観念論

に対して反旗を書越した時点の前後に、 G.Eムーアがラッセルをはじめとする

友人たちとどのように親交を深めていたのかは、ぼんやりとした留に包まれて

いるかの様でお勺たo G.Eム アの死後、ム ア文書を預かヮていたのは夫

人であるが、その夫人の死後、 G.Eム ア文害が競売に出され、ケムブリッ

ジ中央図書館がそれを買い取勺ている。 1979年末のことである。鶴売に先立っ

て G.Eム日ア文書の盤還に当たり、 G.Eムー7の略された焚友関係を明るみ

に出したのが PaulLavyの“MooreD である。 rG.Eムーアとケムプリッジ

の使徒たちJという刺較的な劃題の付いた本嘗において、レピ氏iまんケムブリッ

ジ大学には古典学を中心に教師と学生の書参加する秘密結社を恩わせる閉鎖的な

結社があって、そのメンパーは結祉の存在を外部に洩らしではならないという

錠を生涯守りながら活動を続砂ていることを暴露したロ G.E.ムーア文.の中

に CM曲ridge白 nver脇島OMSocietyケムブリッジ談話会という閉鎖的な会

合で行った発衰の原稿カ4いくつも含まれていて、この談話会での活動こそが、

G.Eム アを哲学の道に携なった是大の原動力でめったことを、レピ氏は明

白区したわけである。ラッセルもその 員であったし、 G.Eム アもそのー

員であったo G.Eムーアとラッセルとの交友も実はこの談話会を舞台に醸し

出されたものであーた。談話会に入るにはメンパーによる厳格な審査に合格し

なければならず、新人は、メシパ のお眼鏡に適ヮた者の中から、本人の了解

を事前に取り付げた上で、入会を承認するという極めて閉鎖的なやり方で集め

られたのである，談話会に入会できるということは、従って、非常に名誉なこ
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とであうた。メンパー遣は自分たちを使徒に単らえた程であった。 G.Eムー

アはおとなしい聞き役から、やがて会の中 b的な論客に成長していくが、レピ

氏の著書にiまその機子がありありと繍かれている.

更に、 G.Eム ア文書が図書館に収ま。てから、未公開であった論文やら

禽義原稿やらを実見する研究が現れ.に至った。 IG.E.ムーアによる観念論の

放棄」というボードワィシ氏の論文がそれである。氏は、 G.Eムーアの初期

哲学を批判的に論評するために、未発表の蛤文を点検し、 G.E.ム アが拶J念

論に訣別した時点を探求して、それが1総8年論文であったことを、明らかに

した。 G.Eムアがカ川哲学に向けた酬の核山ム氏によればJ醐認識
が客観的である根鎚を人聞の心，，:QtiI濯に求めるのは間違いであるとすZるもので

あるが、それは乙理主義の否定であった.己れは、カントをはじめとする観念

齢の哲学者たちが、人間心理の探求により知識の形成を餓明した、経験主義の

f.'哩学に投げかけた批判を、カント哲学に投げ返すものであうた。

ボードワイン論文では、 G.Eム アがその後に展関した様々の意見を初期

の哲学と関連付け.説明が行われているが、本稿では、 1898竿輸文において

出現した新しい立場が、どのように産み幽されたのか、という問題に的を絞う

て、更に突っ込んだ探求を行う積もりである。そのために、 G.Eムーア文書

に残されている資料を点検して、そうした資料を元に、 G.Eム 7が

Freedomに関する Kantの説そ何とか他人にも分かる形にしようと悪戦や苦

闘を練り返していた段噛から、 R..旬 n という語を"'''がどのような意味

に周いているのか、という関暗に考察の焦点を移動させるに至った恩考遁程を

解明することを目指し、その周意を整えることに本稿の狙いがあることをこ乙

でお断りして置きたい。
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2. G.Eムア文書管見

1979辱に紗売にかけられたム ァ文書は、無事、ケムブリッジ中央図畜舘

に買い取られ、文書室 M曲凶cript.sRoomの倉庫に保管されている。文書

"主的は"86年@時点で俗来墜理で、E録はなく、鏡亮周に作成されたカタログ
が目録の代わり民使われている。文書は大きな紙の箱九つに収められ、ほかに

card b拡がニつあうて、 G.Eムー?にまつわる手紙の内容が要約されたカ

ドがA回順に並べられている。(町〉

Box 1の点検。 1と番号のある箱の中には、 AからLまでの7ルファペット

を付した Paparfolders が入っている。それぞれの P'P智 fo 凶I~. の聞には

G.Eムーア宛ての字紙が差出人の initialに従ってそれぞれ別の fold阿国に

分類され、日付i聞に'監理されているe 差出人ごとに纏められた手紙は、被罫の

入った周紙に挟んであり、罫線紙には差出人の名前と先に触れたカード箱の番

号が記載されている固例えば、 Aと付された P.. 町 folderに束ねられた字紙

の差出人の中に 1;J:.~ Ayerや A凶 tin，J.Lの名も見える。俗的また、 Bと付さ

れた Paperfolderの中に倍、 BritiahAca.白"を含む40もの差出人の名前

が"るが、その中には Brao:llsyや B。岨nquetといったム アと同時代のや

や年長の哲学者の名前も見受けられるo Bradley の手紙は二週ある.

B関田'"叫の手紙が主題あり、うち一通は、就喰したムーアを自宅の昼食に

招待したものである。

B担 2の点検。番号2の舗には、アルファペットのMからsまでを付した

P'P附 foldersが入っている。それぞれの Paperfoldersの閣に怯 G.Eムー

ア宛ての手紙が差出人の initialに従ってそれぞれ別のお'"四に分類され、

日付順に整理されている。差出人ごとに纏められた手紙は、後罫の入った周紙

に挟んであり、重別練紙に低差出人の名前と先に触れたカード箱の番号が配載さ

れているが、これはBo玄1と宵様である。めぼしい差出人としては R田副l



54 神戸法学場環製節目号(1991)

B.の名が見える。

&，'の点検.番号3~箱には、手紙の続きとしてアルファペットのTから

Wまでを付した paperfolde-聞が入っている図それぞれの P.似控白川町Bの

聞に11G.Eムーア宛ての手紙が差出人ごとに組められて罫緑紙に挟んでああ

~I志向じであるが、 Wi悦.gens凶n の東に 11， Wittger羽teinが M回目に宛て

た手紙だけで忽〈、 R瑚民Uに宛てた手紙も 緒にされている.ほかに1940

年代の手紙が未登理のまま入っている。また番号8の箱には Philosophical

fellowship fundに関する文書が入qている。

Box 4の点検。学生時代の小論が集められているoPhilo回phypap醐!"

Sidgwick， Ward， McTaggart， J仙悶悶nand JackSODとある。うち、 Wud

に提出した論文の題は M.油心d.sof Ethicsおよび "'u山 Metaphysicsで

あるし、 MグraggaTtに提出した論文は Categoriesという題で、 これは

H得d に関する倫文である。Sidg羽""に拠出した論文隊三本あ勺て、

Eg。嶋m and altruism， Rela“on of r団関nto mor叫 action(&ssey I + 
n)， The distiDction of formal IIlld mawia1 in Eth聞という掴のもので

ある。

また、 G.Eムーアが1898年の秋に Londonschool of 飢hicsandωcial 

phil，句。仲yという成入学校で行った貴慮義の Syll図，bus(卸〉があるoSyllab闘

の mtrorluchODにおいて G.Eムーアはカント道徳哲学の講義を行う旨の予

告を行っているが、兄で忘る SturgeM∞ぬが"99年¢初めに曾いた要約ノー
トがあ q て、 G.Eム ア自身が2メントを付しているe

極かに、 G.Eムーアがl8問喝年に奮いた Engli.shE冶魁，.が四本あるし、

LogicとTruぬという題の E魁'Y'が、おのおの三枚、合わせて六牧ある。
また'"恥dayE閥的障が10本、 Apostlepape問が21本〈別本を入れると

24本)あるし、ほかに、 DulwichColl符@および CambriほgeAl1eynia.n 

Clubの年会に関する案内の類いがある。更に、 Moore'spaperとして日記の
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" 
抜粋や家系且 R飽dingpartiesという勉強会の合宿の記録、 1903年までの

年譜、哲学原稿の年代頓リスト、 P叫 101醐という知人のリストなどの伝

記資料とおぼしい嘗類が若干ある。次に哲学原稿の年代願リストから記事を紗

して置く。

1896 1 took Pat't n of the回ipOBin May of tlrill year， and began 

workir羽gfor my fi問tDillse吋"ωoduring the L倒.+ (kぬ防r
出羽 but1 probably wrote nothing of it 凶.n αnly rea.d 
Kant + his∞m 叫同

1898 During first tWQ teロllS+ Long t込1，叫 ofAugust， work for 

阻:ondDi阻ertation，but probably wriωnothing tiI1 May回 .m

In October も&m=旬 first ω町四 ofLectur四 00 Ethica， 

weekly for delivery 

18鈎 L阻 tterm， wu十eLectur，四 00Kant's Ethiω，明羽生Iyfor de1ivery 

ほかには、 G.Eム ?がDulwichの6年生の時に使った Latiupro鱒の

帳面がある。英文を左頁に 羅文を右頁に、対照的に記入している。それに

凹rtraits隠かの写真が若干入勺ている。

00，5の点倹。 .00the rdea oI N~醐ary COD盛岡ioo' という A.J.Ayer

の自筆の原稿10買に手紙が添えてある。 1923年1月7日付けの手紙で、 A，&
は Wi姐から原稿をム アに送って、 Mindへの侮載を依頼したものである。

幅削己、 α醐 listsがあ勺て G.Eムーアの鶏畿に出席した学生の名前が

控えてあるし、臥llwichColle艇の成績表と通知の議奮のほかに、当時の

Priv山田wspapers私家版の新聞や講演のポスタ などがある。別に書評を

収めた Folderや、 Wiもほ併協teinに関するメモも入っている。
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s，，， 6の点検.番号6の箱には、ムーア 族からの字紙が保管されている。

Bo玄7の点検。 Syllabusが一冊の本になヲて入qている固 10回目の講義の

自筆原稿がー絡に入っている.37買。前半はペン書き、"頁以下拡鉛筆で書

かれていて、講義原稿の姿をじかに伝えてくれる。

Box 8の点検。 G.Eムーアの沼いた帳聞や手帳が入ーている。多くは学生時

代およびその後に出席した講義のノートであるが、日肥の官己入された帳函とか弘、

Easterの休みに行勺た合宿の'"量とか あるいは PublicSch∞1時代に奮い

た神学の E鋪."もあるし、手緩には、 Workと称して、毎日何時から何時

まで仕専をしたか、記録が残されている。ほかには夫人 DorothyMooreの

手になるム すとラッセルを対照したノートと、 G.Eムーアが家族に宛てた

手紙ほかが、小箱に収まっている。

B。玄9の点検。アルパムが入っていて、医かに Sloo七chBookがある。

以上が G.Eム ァ文書の概要であるが、 G.Eムーアの磁識論文だけ肱、中

央図書館の文曾室ではなく、 TrinityColl同eにs!>Wr咽Libraryに別置

されている。

3. G.Eムァの助手続職蛤文

Trinit.vの Prizefellowsbipに G.E.ムーアは1897年と 189'年と二度応募

している.従。て、 Priぉ fellowshipd路網rtatlo聞は一回自の論文と二回目

の輸文と三本sる.それぞれの論文には序Prefaceがおって、また一回目の
論文を提出した際に1'97年7月31日付けで出した提出願いも残っている。

回目の論文には Sidgwickと Cairdの自筆のコメントが付されているし、ニ

困Eの諭文には BOSllnqωtの自家のコメントが保存されている。"年画像文の

序には、釘年論文と"隼論文との関係が簡潔に臨明されている。



G.E.b.--rの助手磁調低泊文 " 
T舗 greaterpart of the Di.saertation， whicb I subnritted lor 

9samination last y8町 hasbe9n included in the present work. 80me 

0>0凶沼，，~ 嗣 da1teratω陥， involving an impぽtantchange 01 views 

have b醐 nmade; and nearly舗 muchagai同。fnew matter has b伺 1
added. I have followed七'"副官辞.stionsof my依田linerain attempting 

10 d阿国guiahmore clearly batv齢 nmy oWs views and th，のseof 

Kant and in defer.加悦 tothe same suggestions， I have added as 

appendix on the chronology of K皿山 ethicalwritings (後略〉

"年論文の題名と目次と実際の枚数は次の湿りである。

The Met冶.phy園陸国1Bssis of E也1偲

b， Gω甲田.wardM曲.~
Table of Conwn包

町 山

〈国次の貫教)(実際の頁浅生〉

国.，柑 Ion 1m. mesn珂 of 'Reason' in Kant 

Chaplar D Reason 

Chapter. The meaning of 'Freedom' in Kant 

Chapter N Freedom 

Chap旬rV Ethical Concl問。m

l・，，'
1-52 

国 87

部一144

145-1部

仕掛-197)

Appandix on the Chronology of Kant's etbical writings 

Appendix on Prof臼.dgwick'sHedoniam 

l.n!J. 2-5 

1-3，12-<< 

1，2.6，25-国

2-51 

28-56 

1-11 

江し

"年論文に弘、 Appendix([) nが欠けているが、"'年論文に閑ーの Appendix

が二本も付されているので、その一方は'"年論文に付されていたものである

うと推測される。
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原稿の書体でおるが、 Prefaceはぺ〉脅さ、 Title，~タイプ打ち、 Table of 

""""b はペン書き、 Introduction1 は i←玄甘まではタイプ、 xv以下位
ペン書きである。 Chapter1はぺY書き、 ChapterII怯他人の手で清書してあ

り、 Chapterm!~タイプ (9-11 と 44-51 の部分はペン書き)、曲apterIV!;):題

だけペン書きで、本文はタイプ、白apterVはペン書きである.

さて先に掲げた序において簡潔に説明されていた97年論文と98年論文との

関係を、 98年輪文自体を手掛かりに更に詳しく探求して、例年論文をもとに

鉛竿論文が出来上がっていく様子を復元して見ることにしよう。特に98年論

文の第三章と第四重量とが手働かりを与えてくれる。この二つの章は本文のほと

んどがタイプで打ヲた原稿からな.が、タイプ原稿の肩に頁数をタイプで打ー

た働市をペンで旅摘して、頁数を害者直してあるからであL 元のタイデで打っ

た頁数とペンで書き直した閣とを対照すると次の通りである.G桂川

a叩 erm Tbe Meanin唱。f'F明 dom'in Kant曜はぺY書き、本文陪タイ司

タイプ頁 (1)2345678・・・・ 14 ・・.... "・・ (26) 27 

ぺン書貰 23456  (9)10 

同 12 13 14 

タイプ頁 (57)58 59印 6162 63 64箇 6667 68 69 70 71 72 73 74 75 

ぺン書頁 (26)27 28 29ω31 32 33 34 

同 15 16 17 18 19 20 21 22 2氾2425 26 27 28 29 30 31 32 33 

タイプ頁 (7677) 78 79 80 81 82 83 84 節

ペン脅買 (3637) 38鈎/40

同 3435 36 37 38 39 40 4142 43 4445 46 47 4渇 4950 51 

(但し"ト51は本文ペン書き〉
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Chapter N Fi聞<10m(題だ砂ペシ書き、本文はタイプ)

タイプ買お 29 鈎 m32æM~36nU$4041aß<<45%

ベン曾頁 11 12 13 14 15 

タイプ頁 4748 49 50 51・・5253 54 65 (56) 
ペン書頁 21 22 23 24 51a 51b (25) 

16 17 18 19 20 

面白い事に、第三軍はタイプ頁の1から始まって、途中が按けて27頁に至旬、

そこから57頁に飛んで85夏まで並んでいる。一方、 28買から弱買までがそ勺

くり第四章に収まっている。という乙とは、第三章と第四章とほ、もともとは

Cha.pter 1 Freedomと題の付いたタイプ原稿を基本として、その配列を変

更して作成された原稿である、と推定してまず間違いは無さそうである。これ

に対して本文がペン書きである 9-11買および44-51頁の部分は、この変更

の後に加筆された箇所であろう。つまり98年論文には、その基本とな勺たタ

イプ原稿があうたということになる固これを仮に幻のOriginalTyp館町中旬

と呼ふことにすれば、"年論文はこの OriginalTypescriptsを第ー草稿とす

る論文であ。たわけである園この第一草稿を、一部欠再審を残したまま、復元し

て付録曲。に掲げて置こう。

きて、この第草稿か旬、どのような思考操作を経て、第三宣言と第四章とが

生み出されたのか、そのプロセスを復元するζとを、ここで試みることにしよ

う.タイプ頁を抹闘してペンで頁を書き直した箇所の中に、一旦ペンで書き置

した買数を再びペンで奮さ直した筒闘が混じっている.これはどういう事か。

おそらく G.Eム アはタイプ原稿を三度に亙って並び愛えているのであろう

と恩われる。ぺンで書き直され晴ぴペンで抹消きれた貫教は、一度目の並び替
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えの際にt己入された頁数であって、=度目の並ぴ管えの際にその一部は掠消志
れ、他の 古都は抹消の必要がなかったためそのままの形で残勺た、と推定され

あわけであ'0そこで一度目の並び管えにより出来よがった原稿を修正草稿と
呼ぶことにすれば、修正草稿の頁散は中段に掲げたペン書き数字に示されるこ

とになる。もともとのタイプ頁で示せば、修正草稿は 1-8.， 21-32、42-50、
“一俗、 7市-79かb成り立9ていたと推定できる.G盗凶

二度目¢並び替えの折には、タイプ原諭に一旦戻って、その中程を取り去勺

て、第三章とし、取り出した中震の房腐を第四章に舗めたと推定される。

こうした三度に亙る修正の試みがなぜ行われたのか獄、必ずしも、はっきり

しない。詳しくは、第一草稿と修E草稿と98年論文の第三章と第四宣言とを対照

して、その間同異岡を調ぺる必要がある。

4 今後の研安保理

ともあれ 98年論文は審査に合絡し、 G.Eム アはめでたく T凶.nityの

Prize Fellowshipを得ることが出来たが、 G.Eム アの助手就職論文は、審

査員であ勺たBorr閣.rdBos組 qm"に深刻な衛費障を与えることになった。 G.E.

ムーアが98年論文で展開した説は、余りにも奇妙な鋭でaるって、ボザンケッ
トには到底受け入れがたい内容のものであったからであ省。バラドックスにし

ても度が過ぎる。とても本気でその説を唱えているとは思えない、とボザンケッ

トは筑後感を率直に告白してい忍有り様であo;位削ポザンケットに深刻な衝
撃を与えたのは、 G.Eムーアによる Psycologismの徹底的な破織であ勺た。

真 Truthや善Goodは人聞の認識から切り離して始めて金面的に論じるこ

とが可能になる、という G.Eムー7の立場は、物心二分論か勺なる近代哲学

の存屯了解を、余りにもあっげ岱くあっさりと踏み越えてしまうものであり、

それ故、こうした存在了解を強固に抱く益者には正気の沙汰とも思えない極端
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な主張であったからである。

ともあれ 98年論文には革新的な存在論の芽生えが見られ、価値哲学を今

後展開するには存在了解の地平を鉱大する必要があるという強烈なメッセ ク

を、既に偲年論文の殴d階において、 G.Eム アは発信してい忍のである。誌

大された存在了解に立って、現実なかんずく意滞の世界を探求する ζと、近代

留学とは区分される現代智学の地平が妬かれたのは、こうした見地への移行が

完7した時点においてであ勺た。ケムプリッジに分析哲学時挫したのも、こ

の瞬間であった。分析哲学の源流は、例年論文と98年論文とを分かつ「貫大

な見解の変更jが G.Eムーアの思議において生じたその地点にまで繍ぅて始

めて発見されるであろう。

残された課題であるが、こうした新しい見地すなわち草新的な存在愉へと

G.E.ム アが移行を始めたのは何時のことであったのか、それは98年論文が

形成される途上のどの段階において生じた恩忽の発展であったのか、その時点

を精密に特定する仕高位まだ果たされて"いないし、また、 ζうした移行、ご

うした恩哩の発鹿を促した原動力が何であったのかを解明す各仕事も未だに果

たされてはいない。その時点を特定するには、次の三段階の探求が必要に忽る

筈で"る。

〈リタイプ原稿と修正原誠とを対照す.とと。

〈語)Freedom論文と修主原稿とを対照すること。

(量〉修正原稿と98年論文の第三章および第四章とを対照すること。

こうした地味で地道な作業を通して、ケムプりッジにおげる分析哲学の誕生と
(1;1:，，) 

、う恩恕の展開点を確定することは、別論 に犠りねばならない。
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注

@主1)Ru関ell.1959、"頁。なお、 Ba1dwin.1984、を語審照されたいo

G主2)Russell.盟国

(さ主3)PsJ!smore. 19館、鱒才'"

(注4)MOOI・，G.E.1942 
(草5lB叫dwin.P誕詔

(往6)8athabys祉の"， 0グである。

C注1)との.-，は、 G.Eムーア文膏の一部では怠〈、おそら〈は、レピ氏の手にな

るものと推定される。

ぐ注8)ちなみに J.L.Austinが Mooreに宛てた手紙"ニ遜あヮて、 oos句'"と

52 Mar.28の目付で、差出入の位謝は MagdelinCollegeとなっている。始め

の手紙は J.L.Austir主が Fregeの仁算数の基積創を釈した富良英対訳本をムーアに

送りたい旨を告げたものでおる。

ぐ注11)Syllab明 01 .∞町四 01旬日 lootures 00“The E1ementa of Et阻止儲J

with a Vi8W to an app珂 oiationof K岨 t'sMoral Philosophy・B，
G.E.Moore， Trinity College， Cambridg払

London 1.縦抱

とある.

(注10)抵お( )内@鍛浮は実僚には記入の線い貫教を、前後から推定した頁敏で

ある.

C注11) M-133 J買.はお、このタイプ頃粛は、 G.E，ム ?の手になる97年論文の

自筆原請をタイプ打ちしたものと推定されるが、それがT1'inityCoI1<1geに提出

した助手応募輪文の正文ないしその控えであるかどうかは、いまの処内不明であるe

C注12)タイプ原請にはタイプ頁で 9-25頁@節分が欠げていあが、これは修正草稿が

成立した際に切り離され そのまま'"年論文には採り入れられなかヲた箇所なので

あろうか。

(主主国)1臨調B年9月19日付けの B官官ardBosanqu前の論併による.

〈主主14)司自摺1997..を多照されたも、。
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付録

Cbapterm 

The meanIlI1l: of Freedom in Kant 

1 In beginning B discu血 011of K!lnγs notion of 'Freedom'， which 

he himself∞"込町'11to be essentially∞nnected with E位以a1lIyst佃!， it 

締罰nsm.ωt lmport岨 tto emph鎚 izetOO fac泡山8t.90 fa釘1でr闘 h旭 e偲'P戸r伺 s

"" 組回x

'"肥血血E血am岨 drej舵旬 t也"“tof Fn詑dロm.1U目 the on1y SB回随" 出 w駈ぬ t仏h，
も阿.WQ ha.ve be雌IIlIIgen鵬t1fsll匂yd必1喝s刷α阻鵬8舗s舗edby 監1宅g恒"'油h，也h'"且kぽs. In ordinary 

c∞o凹n叫trov刊噌r問割伺叩，"，皿b同1切旬，回関巴habso1ute必stinctionis drawn 
h.同 een two kinds of “caUSB.lity'， tw可) kinds of ~determination" 

(Bea岡山碍".駒田S抱抽出羽田pliedjn “D.回 miniam")，加。 kinds

，f“P"思bilityヘ。rfinally， an “intelligibla' and a問、mp1rlC叫"
“chareε十，er"，as is drllwn by Kant. Prof，関sorS泌gwick，inda.姐 puts

the qu錨tionin such !I. form， that Kant's snswer would probably ha'、@

旬 beon the libertari田昌de:but U山田副ltsooma ollly to be obtained 

'" 8t tlm ∞院 ofthe ah。刊 m姐 tionedambiguity 箇Isthe self" he 58YS: 

"to which I ref町 mydeliberate volitions a self of atrctly dererminate 

mOfsJ qualities， a diiinite charac回 part1yinheri七ad，p.a.此Iyformed by 

my pa戚 actionsand feelinga，阻dhy 岨 .yphysical influm限沼 thatit 

m町 haveunoousciously問。eived:BO that my voluntary a.ction， for 

good or for evi!， is at any moment completely caused by the determinatd 

同 M.也odsp.61 
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qualiti錨 ofthls character，ωgether with myαrculIllItanα沼 orthE 

external influe:肱cesactingωn me 8t sUy moment including under this 

latt町 termmy pre鎚 ntbodily oonditions or is there a1wsys po岨 bility

of my clto伺凶g to act in tOO manner that 1 nQW judge 10 be 

rea.sonable and right， whatever my previ四 sactions and鑑 P阻釦峨抱

may have he偲引

出 w旬出 firsthalf of出 firstalternative， "1B出 M"ω

which 1 refer my deliberate volitioJl.8 a山finitecharaet& etc閉IOmt

醐 uldbe compelled to give what prof，舘sorSidg富山ぼkconside悶 00.. 

the lib町もanall 回開~ or“No・， boヨ聞配 th官官 seemsto be田 pJiedin it 

the alternative of what he w明 ldeall an “intelligible cha.raeter" 

仙ougheven h師.he w附c凹u叫l'b恥'"臥 E悶。m凹， ，伽E皿u曲b払 .. 醐Gωa凹醐""醐s舗"比t醐皿町8凹 p凶1凶

t由h，“色 tM “ 1国z且E巾t旬凶.1訓IJ匂1噂gible.ε ob，町"舵d旬er"cannot b恥e “句or凶耐r

m。償'"記よ q中郡咽lit.旧ies" 。位f “"di任fi油nit旬e". Aud with， tMs preaumption th8t 

profe喝sor Sid~ick ac(訓eptedh国 distinction，he would a1so probably 

answer“No. to the駒condhalf “Is my voluntary action， ... at any 

moment ∞mpletely eau鶴 dby the de国mm尚昆 quali色~ or仏.isch町町田ヘ

althougb， ha.d tえhatqu制 tioncσme by iy関白， his曲 swerwo叫dprobably 

have been‘Y鋪ヘ飢nωtbes明uelshows that wben professor Si匂wick

says 齢ωmpleぬlycaw;ed" he is on1y thinking of what Kant calla 

“natural eausality" (Naturcausali出).80， too， in組問erto the阻 0"

'0凶 tion，he would only say吋舗.on tbe pre凹 mption也atprofBS.l'拍r

Sidgwick might mean by“'"駒山ility'，intelligible， as明"且 ωempirical，

possibility. But明henprofessor Sidgwick goes on to偲 emplifytbe 

d同開ninisticv羽w by refere国偲七o ぬ. "羽田ple of ca四 elity as 

employed in the Nat町alScien。錨 ;wh姐 hesays Cp.62) “that the 
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substantia! dispu旬 relate渇七othe completeness of the C!l悶aldependence 

of the volition upon the鴎ateof th四時!rS at the 戸前edinginstant"， 

there oould no longer be 岨 ydoubt tOOt only that cRusality明""
meant， of which Kant had been 8.t such pa.i悶 toprove the univer~泌I

validity in七heCritiQ巴eof Pure R鍋.son;and only somゅ""闘nfor 
剖'"醐 thatreference should have b傑狙 madeto仕'"po脇ibilityof a 

se1f with姐 y。も'"ぬana psycholog皿 1character. Professor CliIfordω 

<"隠 a statement of the doctori悶 of Fr僧 Will，BS C(町田01，
underst田 d，which 8eems 80 cl悌 'M句 beworぬ quoting. WhelWver a 

msn e:J:erc田 shis will， and makes a voluntary choi白書 。fone O¥lt of 
va.rious poaible c凹 r畿地 soevent 0-∞urs， whose f.叫.tiαnto contiguOU$ 

"侃tscaunot be incl吋，00in 11 general sta回 0001句，1四 .bleω011

simil卸値観抱 There is something who立ycapnCl叫g 回 darbitrary 

bol佃 giDgto that moment ooly: and we have no right to conclude that 

if'町"""""出回~"国ctly r，酔似叫 <md向 manhi間 elfabsolutely 

U開 lter叫 M'叩 ld'Mωm"叫rse. Now this doctrine Kant w(]叫d

absolutely ωldemm. 111 I;飢t，ir De由ロom.鉱n 。凶y .羽阻 tbatall 

m側、 actions∞nformto the law官。fnature， and 80， witb the 
progr飽8of psyoh(]logy開 uldultimataly be PI吋icted鎚伺rtainlyas 

七hemotions of tbe p阻@旬〈岨dthis白 whatProfel嗣 rSidgwick脱却.=

ohvi，叫slyto meen， and what :is悩岨lIyrn健且tby i札Kantw叫 Id

have n.ぬ hesitationin calling himself a Determin悶t. -A立 actionof 

mall ill A帥崎町臨ce"says he，“.re d帥 rmined(回timmt)by出咽pirical

..~創ter and∞n出 b，ωrycaWles aα"吋ingto the order of lIature， 

(1) Essay 011 'Right and wrong' in“L民れ.ITer!lnd E回!ly8'(1脱却 p.818
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" 
創111if w円e∞uldinvestigate all A印刷ran，剛 ofhis choia (Willki同 '0
the bot七況n，there would be /1.0 SUぼlehuman. actioll， which we could 

'" rwt 10れ抽U削幼岬ωi1Ity;"and 問 ognigeas fol1owir辺町四sarily

from its preo:姐mg∞ndition8'ω
Fradom， a図。rodingto him，盟 absolutelyimpossible， if reality i8 

，ro曲凶 '0 肝l!ntsin space and time. "Sinωthe thorough~oing 
ωm釘 tionof all Appearan凶 sin a cont.ext of Nature i8 a law that 

admi旬 oIno e:却 eption，this must n開!68ari1yUp舗 tall Freedom. if one 

W町edetermined to cling obstinately to the Reality of Ap~縄問nα謂

"'"飴 alsotho凶. who in出白 latter r駒pect follow the common 
叩 nion，have酬 erable加山 111 Ulll岡山副 Freed咽

" (3) with 0羽田other".'"' Now the dispute between Liberもariansand DeU:宿

泊包ist.s白 undoubtedlyωnductedin g仙 .eralby也osewho do・follow
the common opinion" of aseribing reality to what Kant calls 

Apearances， matter as tr姐 tedin Phy凱.csand mind as tr飽 tediu 

Psycology. In 80 far as Determinism i8 regarded as bringing the 

p凶"om阻 aof Wi11 into harmony with the re関 l切倒tsblished by 

experimental investigation of Nature. it can only be a doctrine 

concerned with what K皿 tscalls Appearru田島田dM回 chthe above 

quotations s関 mto pl'Ove his u凹ualifiedadher四偲 toit

l'覗ould.in fa必~. apμar absurd to仏.8ord凶Larych凶mpiouof Fr凶

(I) 幽Willkuhr"seems 10∞町随pondωIheordioary no山onof“will" io 
th，悶醐 inwh抽出合山国 d凶'puted.that i8 'will"一叩
matte~ of paychology. W出 kiihrl羽h may perhap喝 be translated 
'arbitraザ加岡山町 ofH刷 u鴎 caPrlぜ副“岬山叫
bo'蜘 eapp駒山 havea di明 raging.sense. which prima facie沼
not just凶叫
(2) R.V. p.380 
(3) R.V. p.373 
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w乱1，to declare that“e.ctions ... which never ha.ve hap凹"""''' 
時mP"沼恒伊 willnot happen~'.' are y'品".偲'M'η;"and yet it時 only00 

this ha.sis that Kant i6 pr・p・redto defl阻dFree w包1.H this be ab側，d，
there is no cho悶 butDeterminism. Kant， in faet凶館、船路6ity'he時 m

a totally diffel'E瓢tsense from油8.tin which∞mmon sense usual1y 
underatands it. "'Ought' expres9伺 akind of neωssity回 dcon凶 cti∞

.(2) 
with re鋪 006，明'hichis foulld nowbere el舗 inthe whole of Natura 

“It is impo舗 ible七hata.nyting else ought to happ姐 inNature， thSD 

what in all these tempora.l relatio悶以前uallyis; indsad 'ougbt'， if可、唱

。凶ylook at tOO ω川崎 ofNature， ha時油開[，愉Iy00 m細 DiDg." If you 

d関 18rea. futur・RCtionto be省倒閣IBsary" the ordi同 ryman 唱ould
制即0網戸)Uffiust mean "it wil ha田町潤ー thatyou are predicting 

someting D.∞"'必"，，"仕組Lawsof Na.ture; if you do mee.D that 

“perhllpa it won't happen" he would 88y that you are using terms 

inaccurately， you ought七oha.ve said it was ooly probable or poIlsible 

But m肱nwhileit is sufficient to point out that Ka凶 dose$句，""
absurd thing; and that froIDけ"艇削ldmeaning of "ne阻 ssity.there 

f叫lowsa second m儲.ningof pω組bilityalso. Since tha.t which a.oωrding 

"仏，01四 Sof Nature碕 onlypossible，ωd，組llednac醐 ary，that 

which according to the La.ws of Nature Is ah$Olnte1y位n叩0幽 ible，may， 
" ，めfrom Kent's point of view be r喝町dolM “p儲 aible".'"! It is only 00 

cl) R.V. p.380 
(2) R.V. p針9
(3) The words in R. V. p.379“Now七heaotion m凶 tundouhtedly be 
poS$i~w under natural ∞nditions， if it is区別forrned初出e'ought'" 
must be understood 10 mean， that any aclual action， which waa in 
aooordanωwith '叫.ht'm岡山 havenatural possibili旬 1・have
been capable of prediction aecording to natural laws : not that for any 
∞nωivable action旬 bemoral， i凶 musta1so be natur心ly，pc掴 ible. So 
in M.d.S. p.18， it i8 obvioUB that七h・'morallyp。閥均[，'也， 'p館官Iit同d'
血町 Mωmethi喝 whichyou c山 actuallydo 
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色k鴎 5Upp抽出nof the po組切lityof the impos.sible. that Kant 回，ld

hal'e lIn.swered監Y四"to Professor Sidgwick'8駒∞ndqu鋪 tion.

What then， if Kant盟 aDetermini舵， d，艶 hemean by that 
Freedom，仏時開ality01 which he a8袖erts? It羽田teworthythat he 

first approa蜘 theprぬ】阻 m ∞m叫'"=白山白itique01 
釦<3culatil'eRe腿組 ind迎。』臨nga凹 li，山onof that uotion of causality， 

to d.均fendthe objectivity of w幅広hagain8t Hume was one of the chief 

motives to the formation of his Critical Pilωophy. The pri凹 ple01 

cansality凶.pnnα.ple by which the鋸泊tenceCDaseiIu of one obj舵え

i8 necessllriJy……… of IIn山町 hadnot 

denied the n民 assityof 80me kind of re1ation.s betwe阻 obj低包 f" 

instance he S!褐msnel'er to ha.ve sus関ctedany insuf1ici組 oyin the 

ground we hllve for saying位陣.tfive appl飽田d民""叩plesIIre equal 

to tv 叫.vea即国 This， he問 uldhave s日d，is a relation which， while 

the objects remain the same. m凶， "'，悶m白血 "e 腿 me. h民""風
whether由舵eeveげ weretwe1ve app北国 ornot， t除 mereidea of t 岡n

W四 ldalways S吋 inthe飽 mere1ationωthe ide幽，f醐 enand of 
five. He r明""総sin fac円t，that the certainty of a r叫ation01 this 
削rt.is not， like the 0削 aintyof也@催istence01 any obje出， to be 

"抗edby our eぇ.perienceof it. Even 明ecould never 100m that 
12=7+5， unI関 swe had seen twelve objects， yet our ground f町

明暗 that12=7+5. i8 not∞ly出 twe hal'e seen国腿皿 wh凶

they are， IIB according to him， our oo1y ground for say温gthat th町唱

a碍"'~関l 調 the perc叩 tionof them. He would entit1e us h官官 to油開

furtber 8tat招 3姐 t，that， if tbere aM twelve objects of any 80rt， it is 

.mpゆ由blebut that they should be equaJ to S8ven and five of 山崎
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same 8ort. Our statem姐 tthat 12=7+5， do闘 notollly mean， that 

in 811 c鋪倒 whichwe ha ve oh臨 ved，this is $0: a.e wou1d (aooordingω 

him) such a ststemen弘.，白紙， if there are ap同時 there'Wぽeapple 

b10関omsbefo陀 them. 1n tha Iormer in.stance. ha would姐 ya prl0rl 

that thぽ臨時，r00叫ld be a姐 sein which 12 was not equal to 7 + 5; 

覗旭reas:in the latter， he would utterly d回 your right yo make 11 

generali臨 tiO!luni varsaL Aooording to him appl縄 arepreceded by apple炉

b1，恩駒ms，when they are: but tOOt they must 00， or that anything 

must ever be s。∞m眠 tedwith e.nyother， is what， he wou1d 88y， we 
have no ground山剛創"，f 
In fact Hume trωωprop伺 itiODSabout relations of quantity， 58 if 

they were purely 回 81ytic. Kant saw that they were no沌"

Mathmaticsl propositiona a.re synth曲 c; and 8t the same time， 88 

HUIDe admi悦，00，仙町 area pr.ωri. Kant's object，七herefore， in the 

Critique of Pu問 Reason，is to con.sider the validity of a pπ'" 

aynthetic proposi.tions 旬 wel1those mathemati姐 1ones， which Hume 

thought to be皿 alystic，as those eJ<pr図 "lllga ca国.1同latio血 towhic~ 

H凶ne，beca凶白 he8aw that仏勾鴨erenot snalytic， had d阻 iedany a 

pn削節句鴎ity. The pr即刻 mann~町 of kind of Kant冶 Deductionis 

not here to the point. What油崎ぬovebreif o，.α)unt of the q必.estion

at issue is desi伊 edto bring out， is hi8 distinction between tbe cat昭"Y

of cau総.1ityand 悦lernathematicaJωtegories， which mak筒 himcall 

tbe former .r~鉱1" 町 "dynllmicalゾ forit is upon this distinction仙atbe 

∞n醐刊sto rest仕ゅ po鴎 ibilityof Fr騰d，m
1t is駒 lelyin vIrもoofもhedynamical categori鋪 thatwe are able 

旬開山tif即 thing阻山町thermust偲 i8t. The mathematical 
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catagories ooly tell UB that betweenぬmgsapp嗣.ringin spaoo and 

拙ne，00.τ"tain relation must hol創出8ydo not allow ¥lS to∞，nclude 

from the 9泊 Bぬnceof any one thing tc七heexisteo.伺。f!lny ot恥r
Hence， when it ap肘u.七;hat，in trying to ob畑 m a comμew notion of 

the world as“deter血ined"by tb醐 variouscau司g-ori悶， we are invoIved 

" ，且tinomies，the ω出 adietorypropositioru; r制 ultingfrom such an 

appli，ωtion of the math.相ls.tica.lcate宮町錨 mustbo泣1be false， since 

bo凶hrela凶 solelyto the wl;lIporal and Spatial pr句ぽtiesof t以ng.

B凶 withthe d戸amicalca.t智oriesthe ca帥 isdifferent. Tb.尚eprof腿a

切削 withthe exi8tence of things. Now Kant slways ass帥 'M

exiswlICe not on1y of 11田."皿ces，but a.lso of something of which 

these are appe町 ances. It is the朋 forepOMib/e that any proposition 

which concerns the e垣.，細ωandnot merely the NIlations of things， 

may be trlle w抽珂凶句出醐町ngsin th阻副四 A，d加。a
though the ∞Itradictory prOp開山oru 問 ultingfrゅm the at聞nptto 
obtain a oomplete view of the world under the dynamical CStegori闘，

must both be fals~， if it is p間関ppo泊'"七hatwe are taJking only of 

things el<isting in time， it is pゆ随iblethat both may be true， if we are 

'"出ω also to te.ke into aecount the 偲 .. 旬nc~ of a Thing ill iも叫f

It is with reg町 dωthe proposition thatぬingshave an unoondiも0001

or first cau民主e.a cau隠 whichis not itself the effect of something 

eIse， that Kant poin回 outthis po個 ibility;回 dthe悶巴拠Ii七yof such a 

first 他国ewould， he蝿 ys，be FrE剖。offi. If，七herefo開， it can be ShOWD 

tbat tbis proposition is tr幽 notmerely that it may be， then，制，d

then only， the腿 istenceof Fr鶴dom鑓 proved

However， beiore proc<拘抑dingto dism旭sKant's proof thaも th，n 悶
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free causality， it殴掲msde洩rableto似 plainat greater length pω由叫y

what he means byもhi.sooncept品n，why he c渇11ait cau蝿，lityand why 

be ca.lls it frω And， iD. tOO first place， it 800ms a pity that he 

should hava ealled it ca聞記ityat all; since there must evidently be a 

mo8t Important difference b胤weentOO temporal relstion of su∞錨Slve

がW畑冊~.凶皿ally denoted by the tarm， and the relation of re叫もo

phenom姐且1things which i.s here in qu偲tion

It is色ruethat Kant is lIot !;O defso凶l尉掲 asmight appear agai附 t

the cha.rges of inc沿品目tencysometim偲 broughtagainst him， wbsn in 

仕ieCritェq問。.fPure R飽.son，he sp帥ksof the D凶gan Sich舗切関e

of a phenomenon; sin.院 accordingto him， cau悌 lity凶 apure ca切官。'y，

.ru1 th胴 fore，though only appl闘も19bv悩 whsnschemat国，dthrough 

the form of Time， in which alone obiectB can appeal' to us， it rnay 

conceivably apply to other th四郎叩poralrsla由 nof other objects， to 

凶 known. He is， therefore / 

/ two松田m凶 of回，"'1<也，[叫""則的ionare all that we can know， 

while the so callsd laws hy w恥chwe attempt to groupe them are 

m田 abstraction皿 d，即時酬tnothi昭 inthe world i出 lf; and of 

asserting that n.凶hingis truly known叙 .ceptuniverω1∞nnections or 
P"崎将ates. With our prωωt knowing faculty we can only attain a 

U山onof unity with plurality， or identity wi仙 differ.畑町 intwo 

ways，鈍d 皿 perfeet. Either the unity or identity take喝 theform of 

a mo.τ .. 1胸壮actnotion or logica1 uni、町sal.which e;tists only in each 

given particular; or it is廿羽 givenparticu1ar which persists thr凹，h
""'.εe and unites in its犯[f鴎 veraluniversals. Kant imagin錨仙atfor 

God these two forms of unity would be the 8ama. E犯hob拘ctwould 
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be identical with別留yother in the senae in which the universal is 

identi四 .. もhitself in each particular; hut at the腿皿@出回 開 oh

would he subs危antWsnd 80 unite in itself sll the others inぬe阻 m.

wsy ss now th同 P凶rticularunit錨祖国versals. How this should he， he 

right1y 純 ya，1$ ω ua m-ω.mpre阿国sihle. We csnnot reduω th. 

“individustion" given hy the fOl澗S of s明 00 and time 七， th. 

individuation given to 岡田ptshy thought， or vice versa. TIte 

ωnception r阻 9mhl錨 thstof Leibnitz in that each ohject凶 ωmplete

ground of allもheothers; hut differe in色hstKant， hy defin比.，
rejscting the form.s of spaee and time as mere forms of Appearan，叫

dooo not n-胤dsfter a11 ωre析を間IttOO objectt; 制 havinggrrulas of 

抑rfection，which ie contradictory to tオheirunity from the analytic point 

01 view. But for tl鳩居留""，縄.son，smce 明~凹"魁cspe 0町 limita七'"
to space and time， Kant thin帥 wecannot vouch for the reality of 

出iaconception. 

Now Kant himself nev町 dearlyconnects tbese various doct町m飽白

They fol1ow singly from仙eapplication of hie/ 

Kant however do闘 r品 sdmitthat everythi時旭町随時ardedas 

. ，闇ultof intelligihle or free CSl1$ality， just ss every thing is a 
natural causality. All凶 claimsin his diBc四 sionof Transcendenta1 

F，偶dom.七 th.担 d01 the Critique of恥ureReason. is that “='" 
natural ca四回 theremay also he 8Ome， which have a faculty， that羽

"【"only intelligihle."''' And he gOl調。n10 explain that hy tl回 ehe means 

only rnankind 幽J，凶帥mate町 m醐 Iysuimal nature we find nO 

(l) p.378 
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r腿節目色。 suppo伺 anyf脱出yoonditioned 0七h，何回ethan through 

a組関 But man， who knows the r館七 ofnature ooly through $組健省!

"旬Imowledgeof himself al.so through mere app剛伺ption... and is to 

him副fpart1y， w・m四tadnrit， a ph組，m組。n，but p町 tly8190， DalUe!y 
in view of certain fac刈lti飽" m町 elyinte11確ibleobjectωNow鴎.tting

llBide枕閤"，ωmι，nt色hatman knows himse1f through mere appr切eption

a kind of k回 wl暗'8of which Kant has not el鈎wher・explained油"
possibi1i旬.and which 800ms hぽ etemporarily to take the plaωof tbe 

0.，句oricalImPE四 tiveas affordi昭 aratω eogn08cendi for the appli 

ωLbility of F聞姐~m to him嗣 lfit is plain that Kant here regards man 

悶 onan absoよutelydiiferent level from oth町 things， in res戸抱旬 。f
freedom. Man has fr鴎 domand岱othingalse share曙 itin any degree 

AruIぬ均時'houthis ethical works this attitude is m副前白血"" '"舗
causality is attributed to man a10瑚釘nongthe。同怜ctsoí 位P'~ω
s。仙at，wh卸値snatural c泡u.salityapplies with absolute universality -
to him as well as to 811 0七，""切回自ら r，飴ωm"戸arsas a即.rtof 

Imra..側¥，四 power，wb関<1influen田 ma.ybe廿a.cedinω釘leevents， but 

not in oU町 s. 1n 由民~ Critiqωof Judgm姐 theisl叫 pa.rtlyto ∞~， 

this vi開，rUI'" 醐 that，if freedom盟 tobe brought in to explain 

'.Y由ingat all， it mWit be brought inωexplain everytbing. B帆
meanwhile， h渇 restrictedview of freedom ma恥s抗 easierfor him to 

錨 tablisba ∞nnectioD with出.evulgar Dotion. ln the vulgar notion， 
ω0， some飢 tionflTe free and some are uot; and though it would田 t

(l) p.379 
(2) Tbαugh also it would belong to any othar 幽reasonablebaiDI!習悶 ir 
such tbero be. G~.p.237 
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be admitted， as by Kant is n闘 ssary，that tb伺 ewhich 羽田 free，might 

also， in anothor a勾ects，be舵組 "bo∞mpl.旬Iy determined by 
natural儲 U腿lity，J'9t the mere fact that the a.pplication of fI1謁domis 

""釘tial，組dalso its e叩間以 ω仙何tionwith man， ass皿 ilatethe 
V櫛wmore to that of Kant， th岨 ispossible with that here advocBted， 

凶 wrdingto which fr幌市om四 universa1

In the vu)gat notion of f珊 domthe most unive-悶alchara.c回lStiC

民舷msto be the ab6側帥 of ext依田1constI凪ntwhether e罰，，'"ω 
jmpel or to prevent. Where the immediate ca回 eof a motion or 

"'"'昭.~培ms to lie inもhething which mov開 orchangell and not in 
anything飢旬泊eit， there， in a 縦割nseat all evt辺t.， 1臨調dom 国

P'ωcable. But this i9 a notion whieh ia obviously oot limited to 

humsn actions. Mal'ly of tOO mov儲 wntsand chang腿 ofanimals and 

plants have their proximate cause in the things themselves; and same 

might probably be said of 飢 ybody in SQ far 幽 it mov凶 m

accordaDC8 with Newt。山縦四回 lawof Motion. It is thus w宅鵠沼m

" ，叫k01吋時e8..9 sir"，針。fもhewheels of a watch moving“freely潤

But there is岨 0'叫.ousdefect in this wide凹，，，回l，in that the 
limi包 whetherspatial or te品 poral，of any group we may take for 

our unit or th温g，are alawys more or 1鋪sarbitrary. A watch may 

be moving fraely wh佃 itsspring is driving i旬 butthe movement of 

阻.yone of 也 wheelsis not r:旋風民犯ausethe w~ω1 is driv但 bythe 

spring or by another wheel. And， again， thε刊"厳姐msno reason 明'y

w，油田ldsingle out the pr似 ima旬。rimmed凶旬 ωuse for auch 

preeminence， nor anything to det聞 ninehow far b齢 kinぬepast a 

'"凶8醐醐 tobe proximate. 1t凶 difficulti飽 ofthis 80rt， which 

"田sto have gradually回ldedto r加 t由 tthe notion of f1切d，mω
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man; becau飽凶IIU'l.s the lIotion of self悶 farmore striking than 

elsewhere副ldthe distinction betwωn the internally and ext町 nally

caw掲d，泊erefore，prima facie more satisfactory. The differ.仙 ω00はwa，
him関1fand anything eloo whatever i$ more∞nstant1y forced on EI 
man's notioo Elnd more practic渇l1yimportant to him山11mooy other 

differenoe，血ndit is th，除refora not unnBtural that the notion of 

freedom in仏同民組56of self-c間関daction， whether 01' not it i悶

o咋包a11yderived from his Qwn ex，μ""即@岨dtransferred ar曲"ト

pomor悼iω且yto other th団伊， sho叫dat a11 events be more widely 

a瓜孔iedElnd 1e随 easyto dispense with in h四酬日 caseand that of 

。仙erbeings出.him出回 elsewhere

Now the vulgar doctrine of 許制 Will，as島Libertyof Indifference' 

隊leIDSto be in the ma同開 attempt七o<w鋪 thi$distinetion heけ同制n

副fand the world entirely above the level of an IIrbitra.ry diatin時制。且

It was s偲 nthat this ∞ ~ld oot be done， if the関 Uw俳噂 r句ardedas a 

part in the ca凶叫 chainof events. since it mus巾thenbe subject to the 

infinite di目的.i1ity油田ntin time. and the u1timate叩 alunit 

remain as arbitrary as any unite of time. It was th町eforemaintain.国

that man's soul was an符悶七 undenninedby previous ev初旬 intime; 

it was the absolutely simple unity of Rational Psychology and 11.8 snch 

di由 nguished from all naturel objec調布hich were always both 

them叫ves divisible into 戸抗s and also incapable of c町 tain

di剛山田町 froman醐 rwider whole 帥 anotion of a finitンe

.oc.岨led c:au駒 i~vitably follows from tbe attempt to dis-ting四 h

with in tbe world of exp開制。sc8.Iles of pure1y in回n.a1and. purely 

鉱 temal，of imma~nt and 七"剖則前~.飽出n

And tbe陀 areg，回dre鎚onswhy the human will sho叫!db総ntaksn 
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舗 thefinal instance of a cause which is not a1so an efrect. The 

p""，氏出 madein the analysis of m.陪ntalproc関駒"has he姐 veryslight 

m∞mparison with that made in physical scieoce (1) hecaus砲，f'"世
greaterωmp1exity (2) b脱"鴎眠perimentin psycology must be either 

iodirecも"胆開mberedby th陪 factthat the obserbed is al50 the 

，'"ぽver，and (3) b民 aU9asub∞悶ロ0瑚 E伺$must be taken in切 a∞ount
And the region of位陪."氾mpletelykn相 nis the favouri鈎 abodeof a 

m.畑 phy日almonstrosity. In，込ain1岨guage， where f，齢句.areoot 

completely understood， some short-sighted metaphysical th嗣 ry 18 

generally introduced 88 affording ao easy road p銅色 thedifficulties 

w必chstand in the way of thorough In¥錨tigation. Aod 飯田odly，

a拠.rtfrom the general difficulty of establi位ingexhau凶tivecausal 

¥，.払 whiehappli阻 ina le四 degr開 ω 世ヴ"岨1science also and 

prev.ωts ce此冶inprediction even th岡町 th，問鰍田島 ωbea real reason， 

which from山enature of a c8lle can nev併記脇田ear，why human 

voli“。""ゅuldproduωthe illusion oi so-ca11ed Fr切dom. It Is出'"，
tOOt in virtue of the de色町rninistichypoth伺 isits潟ぜ the kno明legethat 

。】
a関 rtain∞"'駒 ofaction was about to be purs'山.00'"musも always
~~tωme influe恥 eupon the c侃U"seactually pursuOO， andωm'" 

，""側ultdifferent from what was fore鴎 enaft釘 aconsideration 01 

a11 the other e1ement沼 thatwould∞此品川eもoit. And 創価 ifthe 

fact of this kllOwlege覗'eretaken to a∞ount in the calculation， alld the 

prediction rnodified aeeordingly， the knowlege of 山isrnodification 

would again introduce a new elernent， which would requi均， f，図h

(1) Unl関払 indeed，we are to caπy out 1暗記allyprofe倒。rHuxley's 
d諸国，，(幽Hunw'p.86J血at"there i8 0凶.ya vぼ'b..ld正f.四0'・b.地w・"
haoing a回 naationand knowing個 ehasit!"
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ca.lcu1atIoD， and ω00 00 infinitum. Th四割emsto be a difficulty 

inherant in the double nature of tbe mind腿 subject2nd ぬ'jeet-a 

difficulty whieh makes it possible to pronoun僧 ap.πori that ∞mplete 

P'必ictionof the re削 ltsof menta.l proCl田 mustalways be impossible 

It is a diffi盟ultywhich d凶 8田'"即Iyto pl吋叫iODin the 仲間叫

明orldof space， consider・d，as B臨同町民錫saryat p隅 ent，in a.bstraetion 
from the wぽ ldof minι 1< ∞uld 001y modlfy OUl' view of that， if 

色h"怯 1oonnection oi body and mind明 reflllly dis∞V闘 id. As it is， 
mental戸。伺sses，though obviously corresponding to phy品。logieal，and 

Mof，叫 fa町<h凶"官、個tigation，have only too mucI:J位略的中倒r帥ωaf， 
山 11yind叫副 worldfrom the凹 tof view ofωM叫ityand 

E伺 ipromty. so仕latthe distinction is jl皿ifiable，when we say仙，"
the r.繍u1tsof human volitioD， along Bmong cau舗"m四t01 1u悶 u，秒
間 nainincapable of pr叫iction. And t駈B fac丸 alongwith the greater 

empirical difficultie.s of prsdictiOD in the c8.舗。fmind， seems suff:】C1ent

ωaceount for the il1u畠ivebelief that位祖 will at any rate，旭 f~，

though it be admittod that nothing el闘旭 τ'hefBilura 旬 dis∞，~， 
CBUse凶 anyparticu1ar ir温切nce，of itaelf en∞m"，錨 Bhelief in the 

."醐sed;and when to mere failu問:iaadded an ab回 1.凶 impossibity
of di民0'匪y仙L<lca鈎凶!IBturallystrengthened 

That 仙ehe1ief in unca.uaed vol仕組。!Ii8 ill四 ory，the progreas in 

'"回tificIII叫 hod，with the reaultallt growth of empirical p勾chology，
h悶Nlnderedit more and more difficult to doubt. Nor i8 もonly，飼

Profe樋:orSidgwick SByS， thBt .011 the Determinis色目d，も.hereis a 
.(1) cU!llulBtive argumenもofgreBt forω For， in however many in前回a.

(1)α00也isI!Ilbject. P.V. pref. p.12四 d
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~ωation 明re proved， though白紙 wouldon Hume'$ principle， he a 

cause of our exp民七 ngit in ot1剛院 y悦 itwould not be， by 抗se1f， any 

reason for that腿 pectation. An inductive argum叩 talways needs，旬

empiricists put it， to be supplemented by the sssumpution of the 

uniiormity of nat阻e. And tha.t thia assumpution i8 oot in仙i$C渇羽

..幽sumputio町 b.t曲 'p印rinec沼幽ity，may， 1 think， be ∞lsidered 
七ohave恥ensuffici姐叫yproved by KlIlIt's ar宮umentinもhiaAnalyt惚 I

He there shews that ev明"刊ntmust have a CB四 e，if there is to be 

an obj附 tive蜘∞"駒田泊 time:and su晴朗 objectives叫鴎駒ionis 

伺<，副ruyp陀lSupposedby 811 our 8瓜ua1experie醐弘 A∞。ordinglyKa.n色
him民lfful1y !情。"'"渇 t凶 apnoT'l 関<ta血1yof the Deterministic 

m "開sas was shown 8t the be.哩inningof this chap附!組dit醐 m.
inevitable to agroo wぉhhim

Ai; for“出eimmedia旬 affirmationof 00邸 CIOU$nωsin the mo宜削.t

" (1) of delibぽateaction"'.' which喝舗網此edto stand against Determi 

n姐m，great care i8 needed in deciding whaもitis thatωnsmousn鍵留

山崎"r仙ms. Profd!調。rSidgwiぬkexpr栂 sesit thUlI. "ee討"'叫y，when 

1 have a dist山崎t∞四¥llOU8ne担 of choosing betWel泊 alternati刊8

∞nduct， one of which 1∞郎副@幽 rightor reas叩 able1 find it 

impos8ible not think也.tf偲凪田Wchoωe to do what 1 80 oonceive 

sappo瞬時 thot泊el'll IS冊。bstscleωmydo四 git exωμabsen.陀:eof 

adequate motive -ho'間嶋rstrong may be my inclination to act 

'"ぬ羽nably，曲dbo明潤runiformly 1 may have yiel凶色。 such
(1) Mel血odsof E油 icsp.65 
α) Not.e世，，'・actionin conformity with practical reason' seem息 h~ 凶

凶 identical…"doingwhat 1 conceirH!…醐nable"of出
旬.，



鈎 神芦法学年報第'"号(1997)

inelinationa in the Past." 

Now with N司g'ardto色hisstatem個弘治 isto be notad first that 

wbat ∞nsciousneas is said to affirm as 00 the lib町tarianside in色e
Free Wil1∞ntroV8I"sy is 0叫ythe possibility of cIl田昌ngthe re<沼田ob.

ωurse; and the帥旬旬開ndedS!姻msto be intended to defe骨dtb羽

limita七ion. Thls note runs“It is not the p倒 sibility of merely 

iodetermina旬 choic夙 oIao 'aa地.trBryfreak of unmotived wil1ing，' wi仙

which we a.1'0 oonoemad from an ethica1 point of view; but the 

possibility of action in∞"'，主血旬 withpractical ree.son..(I) The腿 rn.

limitat叩 isals。泊troducedin the pass時equotedぬoveCProf.S. p 飽)

“1.ぬerepossibility of my choosing to act in the manner that 1 now 

judg，抱 tobe I'!弘S机 ableand right?" Now， what p時ciselyis m倒的 by

“泣潟 possibilityof m回唱Ilyindetermina旬。IloIce"mentioned in山.8note， 

I.m回 tquite sureもhat1 underst回 d;ωp田 .Uy闘， in the text， the 

，b叫偲 ofwhieh the p。閤ibility 凶 u同町 eonsideration，is p。皿..uy
disting四 edas 0鴎 to明 lichthe pr舗enceof adequate motive cannot 

凶 a倒umed80 that the qu錨 tionpresumably is of the po.闘b辺ityof 

unmotived cho同 '"ωfaras山田圃醐 ωbea qu関山n.if the 

motive is alone suificient to produoo枕Jechoiωw. .陀 '0、sidering
ぬepossibility of a choiω “in conformity wi也 practicalr館関"

wher・aomethingother than the motive supplied by that eonfonnity 
昭 n民@見aryto produco t凶 choice;alld where， therefol"f!， the choice if 

possibla， must be槌 sumooto be tο80me extellt unmotived. But， 

(1) No旬出齢、叫ぬnin contormity wi血 practicall"N.SOn怖"。皿shere to 
00 idontical wi山 the"doing what 1 co町叫eto be reasonable" of th~ 
M 
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how例 arthis may be， I 必 ，"殿調 how it cau be d偲iedthat "we 
~∞悶l1'ned from曲 .th同1point of view" wiぬ thepossibility oi !l 

wro昭 orunreaso.回 ~le choi国 achoice not "in∞nformity with"， but 
ωntra'ぽYt，監practkalre鋪 on;" and wbethぽ 8uch11 choioe he an 
eyhics!∞ncern or not， Profe図。rSidwick has cert回.nlyelsewhぽ1!stllted 
that the qu回 .tionof its 抑制bility凶倒閣ltial白色，heFroo Will 

controversy. For ins同Eωinthe passa伊 justquotB.ted on p.61， he 

aays the qu縄出現 iswbether “my voluntary action， for good 01' 10 
evil， is at any moment comple旬Iycaused;" though， ss we have s帽し

in the following s開旬nωhedrops the“for evil"， and inquir街，ruy

into the possibility of my choosing to lIet right1y. 80 000. ou. p58， he 

開 Y'“It羽，b，同国均針。18Fre吋，m也¥18connec加dwith Responsibility is 

"七 the Freedom 仙.t担 。nlymanif，伺tedin rational acti，。闘し but the 

Freedom to cl四鵠 betweenright alld wrong which is manifested 

何瑚llyin either choice". In fact， wh侃Prof.喝鈎rSidgwick 00 p.65 

li.mits the po岨 bilityof Fr情dom，to七hepos鼠bilityof choosing rational 

actions， he 800ms to have fsllen pa吋isllyinto the町r官 ofwhich he 

・∞凶阻 Kantsnd his followers -the error of“id叩 tifyingRation叫 ~d

E柚副ion"(p，57). For he s開 "'ωaupp醐 thatonly rati醐 l叫四

回nbe free， t加ughhe d，ωe not complete the id佃 tificationby alao 

皿 plyingthst only fr，伺 action伺 nbe rational. lt is noteworthy， 

however， thet it is only against the first of tb鰯18two ststemen旬。ぬe

one wh凶1he him倒，lfsub飴中lentlys民，msto adop色 onthe immediate 

affinnation of conseiouaness， that he dir町 tshis attack 闘もheaupposed 

view of Kant， wbereas it is the la旧<wh凶SlIwill be shewn， Ksnt Is 

really concerned ぬ m記ntain， ln rac札 eventhe statement whicb 
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Prof，側関rSidgwick qlω"陪， 88 of Kant's disciple， that a man園iaa fn鎗

.. 侃 tin 80 far腿 heacts un必rthe胆 ida目隠。f，制的♂ '0舗 00'

皿 .ply 幽 Pro{.四，"，地w拙也山 itd醐.th8t irrstional action m町

not be a1so free; but only that all rational actioD謁 free，which ia 

sQuivalent旬、11yfrω.~ゅ n is ratωnal". but notω “only rstional 

actio畳 isfrl謁司

We may there:fore use the w伺，ponssuppl泊dby Proie随ぽ Sidgwick

himself on pp.57-59， but the問 misdir切出dagaill$t a Kantian view， to 

defsnd ourselves in consュderingthe p凶 sib辺1tynot only of叫 rchoc胤"
tOO righもcourse，but also of our choosing the wrOog one， whatever our 

prsvious cho.ro.cter may have b回 n. But it 縦_W<町 thwhile in 

passing， to dwsll a litUe lon申 ron the appare:叫皿∞田沼tencywitb 
which after ma.intsining th8t wrong must be just 8s free 8.B right 

actions， he himself s鎚剖lS immed凶絢Iyto adopt the one-rride v回w

which he has been attacking. Thus he conclud.同 thea.nti-Ka凶.00

paragraph on p.59 with th舗.w官"‘Canwe say， th風。fthe wilf，叫

wrong-doer， that his w同時 choicewa.s 'frea'， in the隊問初日仏athe 

might have chω組 rightly，not merely if幅削出脱出。fhis 

volitioo， 偲旬m・uand internal， had been differeot， but制即岨og出組@
曲 tooedentsum企h....吋? This 1∞"'伺ive，is the substantial i関uer3.l腸d
in the Free Will controv・rsy;"and he dωe田も 開lll1to $00 that the 
whole tendency of his fQj湾oingargument盟加 shewthst it would be 

just鋪肘引，ti組 tto a.sk: "Can明'esay of the wilful rightdoer， that his 

choiα~ was iree， in仙@組問ethat he might have choosen wrongly etc.?" 

Now it i8 curioWl thst in Aris旬tle'$d由u総 100of出.evoluntary， 

wherever he句 chesthis painも!凶a1waysemphssizes the rBmark that 
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vi.oo must be considered to be飼町luntarydS virtue， not v悶，，~凪I

肘 if it w噂I'(l a widωpread notion in his day th&t vi同国 WM

yoluntary， but vi日 mα褐sitated. This，血d腸d，was probably dueω 

tbe Sooratic d。附ωrina，th.a.t叫1viciollS ohoiee i$ mer叫ydue加'"
19noran同 andsi間加山甲町山 W四 ldi凶 fbe a viciolls 

，h，田， to something beyond a man's∞ntrol. ln四回国nity，on the 

other hand， just the op抑制旬 d"ωrmepr軒別Is，that飽nis due to OU1" 

iree will， and virtωsolely to the merit of Christo though th智弘

ind傍 d，the other oruシside如何樋叫80appears， hcμlessly entangled with 

it. But what is to be noted is the general t姐 d阻 yoot to accept 

bαth doctrin倒II.tonce， b此姐ぬ盟理P町 ate1y. For 白鳥 I位吐ok.

whi必めerbe the 0ω"会胆， is evid医lOOof an IIlmOOt i同羽tablefelまling

出atgood and evil are鈎 mehownot 00 a par with rω開叫旬 E幽 lity:

th9t good is somebow mQr8 natural and therefore not in 80 mucムω"

of notice 0ぽ位以anationas evill. It is the Origin of Evill which has 

a上waysappe町 .d 闘 aproblem: as if the Origin of Go吋京erenot 

prima frv:ie equa.lly inexpli，崎.ble. With the Greek， w:加 h回凹"問団.1

G，" 旬 startwi泊 asthe author of ne.ture， the expla.nation is iound in 
blind natura.1聞随飢ty: ma.n being the a.田町entb田t，it 駒emsl陶s

obvio田 to閲即osehim the cause of the worst. Where鎚泊施 CrIstIlln's 

notion of G匂dr，白幽 himto Iind阻催日，1墨田tionof what is∞ntrary 
to God， and th町eforeCa.nnot be regarded 鈍 dire凶1，位制tedby him， 

in a power approachiu同g"nearer to God's than that of blind natu同組d

so in msn. Tbe OUゅiSidedn舗 sof our judgmen比sis a.lso illustra旬<by

the far g碍aterprov珂ioomade in a.lmost every state of society for 

punis加lentthan for reward， and the g仙ぽaIr.抱lingthat we凶.d'" 
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much more careful明homwe siDgle out f，町 bJamethan whom for 

praise : aod here again仏.8one-sidadneSB may be connected witb eithぽ

of the two Op~倒 1鳩山oon附s， IICcording as pU四位mentiB regardad舗

∞rrective and d宮蜘rrent，which haロno.陪嗣 with the Greek view， or a.s 
旬 tributive，as sllIts the Christi血u. Nevertbeless，抗 isplain，ぬ"ぬ~

O冊剖d叫回飴scannot be defended 00関 chethicel principles a.s Profes関 T

Sidgwick's， any more than it∞uld 00 Aristotl白 Forthose who take 
th， wωld of expe市 ."ωberea.l， the:四個n(as Kant阻 y8)be no 
freedom; and similary， if freedom be nevertheli四 maintain叫由時四

M 町 groundf or as即 tingthat good悶 morerω1 than evil， even if 

there be a greater quantity of things which are good th岨 ofth担割

which are evils. We shall hoor a.fter try to侃 plainhow 叫p<lUKant's 

principl飽， this one-sidedn錨 p.m句 toa truth : not， indeed， in the 

vulgar form of either“clDly rational action羽 frae"or 'only i汀.tぬMl

action is fn揚 OOtin明hatwe said above to be the tn泊 Kantian

f..τ.，10“。o¥yfree action is rational" where however neither free nor 
rational can be understood in a p均 per9&lU!e 

But， let us now oonsider， how the admiasion that wrong choil* 

must be∞邸ideωdby the ordinary Libertarian to be as much the 

work of Frω Will， as right chok猶 an admis自立.onwhich， as we have 

艇田， Profe抱I$or Sidgwick 羽 ~gιot to justiiy ag創悩必 Kant-afi舵'"
Prof，制的rSidr.wもck'sstatement of what he holds to恥 "immedia凶y

affirmed by oonsciouso偲 sio the momeut of ω叩 ce"on the Lib町 tanan

side. This sta旬m姐 tas we have邸褐n，runs “that 1 c曲目wchoose to 

do what 1関∞nωive" (i.e.ωn聞 ve as right and l'(IIl.8皿able)• 

supposing that there i8 DO ob抗acleto my doing it e玄関ptabsence 01 
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adequate motive." Now 山 condition加~同1lI paren山由

impli崎山8.tif the doirlg of a thlng be impos盟国efor 0沈herreasoll.! 

thllo the abae附~e of motive 他企recan be 00 q'山崩tionof the p錨 sibility

of choosing to do it. Iu other words ooly Free Wi1l， which is at (111 

affiymed by∞E岨凹m鍋島 .. .回初 公開 to000ω持"色 00$，ぬ th.
perfonnanoo of which凶町芭 is00 ohlltacle but abse国eof motivl沼

And thls醐 trictionto what we may ca.ll ph.世間岬 pωsible脱出国!

"回Splll四 iblewhen the qu.ωtion 崎 a1sore凶'"切d '"間四回bl.

actions; for to the ordinary reader it wou1d (1闇m that an act占00to 

which th田 W岡山uperab1ephysi叫。，bstacles回 .ld田 tbe called a 

rea.sonable one to ch∞関 Butwe have aen that tbe restri出 ooofthe 

q同)stionto Tea8C皿 b/eact凶国組問otbe d.ぬfended;and， if we recognise 

th回.rn1"ωrdingly put the qu飴tionas tοth. po阻 ibilityof dωosing 

wrong and unr.倒的nableactiゆ悶， it is no longer sοpl創n tha.t an 

印刷s，which is physically impωsible， is oot an unr泡:aSODllhleooe to 

choo侃 Part therefore of 山崎 plausibility01 Prof，儲却で Sidgwick's

，to旬mentllS to the affirmation of ∞腿~.ωn偲'.軍隊個$ to b時 duato 
his erroneous limitation of the Free Will questi叩 t. ~悩onable

'"十;lOn

But this objection旭凹tfundamental. It only serv関旬 leaduo 

to an.凶her，whieh 1 believe to be of great importance， since it is basad 

。na distinction， without r民og!ll.SlDg W記chit seems impωsihle to 
arrive at a cIear d，民isionin the Free Will ∞.ntrove悶y. It is obvio国
that my last argument d甲担ded1ar宮e1yon the meaning to be given to 

“reasonable" 岨d “unreasonable潤 Now Professor 邸dgwick has 

d旭町S提:d8t 1細.gthin Chapter m the m舗 nmgωbegiv叩 to "r(埠



飴 神戸法学喝場侵第"号 (1997)

8onabla". He distiI唱"'"偶 'w，駒田館。f"ought"， a.n、thica1"and a 
w旭町民間e，aoo notes (p.36 0.4) tha.t it is in tha former網血駒'ho'
be will h仙峨forwarduse the 明。rd. This"e悦也記句Bense，wheJ】 it渇

said tha.t an即 tion'ought to be done" implie閤凹tonly that it is 

阿肱sona.blein the総a隠 inwhlch Reason may apply the unanaJysable 

notion of・ought"旬、"，旬rnto which no more七b岨 anapproximstion 
is pract民allypossible (pお)， but 111鈎 tOOtthe action "is thought 

CBpable of being廿明暗htabout by仙隠刊litionof any irnlividua1 in 

the cir四国，.~四 ωwhich the judgement appJ踊 "(pお). Now it may， 

1 think， he s8.Bumed that when action Is termed res鈎 nable，Prof飽w，

Sidgwick genera.11y m鉱 nsby it th.a.t it“。ughtto be" done in this 
nsrrower athical s組関， sinee his defin出 00of re血sonsble∞nducts随 m.
to be， tha.t which“ought to be done". There is therefore included in 

the notioD“".鈎n.able"，as applied t。ω吋uot，both thaも比 partak館。f
the "id錨 1"and also that it is“practl也 llyposs込ble". But unfortunately 

Prof，掛OfSidgwick d醐阿国1us with r昭ardto 'unre醐 nable'

a凶 ion，whether the n崎 ativei8 to be taken as denying both白"。
elem飽旬。ronly one of them， If it I$色obe taken as denying bo油l
then our previous 官 gumentnot only d俗troyst凶 plausibility oI 

Professor Sidgwick's stat偲 B担 tof the Libertarian∞，ntention， but 

readers it manif，舗tlyunfairly. Bω1 im昭inetbat Profesoor Sidgwick 

would adopt the other alternative，色h"仏.enegatlve 0叫ydeni飽 'ho'
色heaction partake沿 ofthe“idea1" not that it is thought to be 

""ωtieally po醐 bl，ヘ forthis cert剥nl，同町田 to be in accordan，伺 with
comm∞ usa.ge. In that caae， howev宮山enotio略。f “reasonable聞 ~d

“=臥.sonable" 随時凶edto ∞，d~合， have for a oommon property， 
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tb叫 bめ出8.l'(IreasollB，ble: a r錨ultwbich '*揚msto giVB。偲asionfc町

rafl叙ゾtion. For what ia it， 仕時n，that distinguis回 the~rea.鈎同b1♂

from the “unreasonableワ. Ooly that one is "ideal" and the other the 

O抑制iteof that. In short， we印凶otget on with 曲“unanalysable~

n刻印民 which，after all， turns out to be ana.lysable into two distin，叫

and separable elwn組組

Our incl凶 '"0白血 of"unreaso凹 .ble" 即位。nsamong the po固め匂

objec旬 offree cho回 iffroo choiω 曲目re00. 以主同日sω~凶 it plainer 

仙"th・practicalpo閤 ibilityof the 3Otion contemplated h地墨田thing
to do with 応時 po伺 ibilityof 也echoia 仙ougb色悩sind傑婦 、。.ld
seem to be pl創nenougb of italf. ln other words， wbat it may s鈎阻

unreasonable to choose to do， it羽田tthぽeforeunr伺 sonableω

0'"0弘Tbea.ppeara.nce 01 irrationality in the first eωe may be due 

ωthe fact that， when 1 88.y “ oho~ωdo" ， 1 do imply th8t， il the 

oho山"同 made，the 飼いゅnma.y l'M.sonably be e河町tedto fo11ow from 

it. But this r!挽sonable区伊副ationcaDIlot be admitted aa an ultimate 

elem組 tin the definition of a reasono.ble action 8B that“whicb ought 

to be". The“wider sense" in which Profe園町 Sidgwickadmit8 "1 

醐:netimesjudge that 1 "0噌ht"to knσw what a wiaer man would 

know" is not四.lyunable to be .∞，nveniently disε;arded in ordinary 
ili，∞urse"， (J) but must be r旬。gnisedas色hefu吋，=組to.lone，日 weare 
to get 0. cl・o.rnotion of the issue in the Free Will ∞ntroversy. It 

wωld.泊dωd，be 0.“futile" 凹 nception “ifit had no relo.tio咽ぬ

practice" (p.35.n.); bnt we cannot， witout b匂ggingthe question with 

(l) p箆
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r略 "d釦 F，伺 Will，asa沼田 that th旭 relationconsists iD the fact that 

whaも1s90 J叫gedis also thereby judgedωbe aIways practica.lly 

possible. And this 1 think is also plain from what Pro抗fessorSidgwicオK

hi.mIlelf subeequently says in his chapter 00 Free Will(p.67). He here 

admits that， after we have made Up our minds 00也."刷tion
wh.仙町 1can do a thing， if 1 choose，“still仙'"臨調tionremains 'Can 

r 0000811 what -if 1 can choose _ 1 judge to be tbe right to do?'"臨時

七hee.mb喝川ousform ~Can 1 cho08/1 to do?・IS a'七 l~鈍 disca.rded; and 

Prol師四 Sidgwiekhere 鉱山1闘 thatwhat he thi且kshis cODSciousne闘

affir羽 sis "tbat 1 CIUI choose". He adds， it is trua， withinもhelimit.s 

above舷 plained. But my凹 intis that by putting the qu舗も.ionin this 

forrn he has actually removed“the limits above explained." They 

"似調ar，in the 阻，~，闇'四t quoted， in the proviso 'what -if 1 c叩

dwose -1 judge to be riεM七。 do，" But do齢 llotthat proviso make 

the qu魁 tioninto noru;阻鴎? For 田 tethat the question is， can 1 

choo.se what 1ωn臨 veto be right(p.65) But if， before 1関 ndecide 

wheth町 itis right， 1 have to decide that 1 can choωe it， this qu儲 tiOll

must be an開 ered.before it can ba asked; which ia absurd. ProIessor 

Sidgwick岡田ehere expr絡&1yto state a relation of∞mplete mutual 
d.，胆dencebetw68n the qu鋸tioDS‘lsthお right?" and “Is this a 
po阻 .bleobject of fr鴎 choiω1>>a d抱μ吋組00，which he maintained in a 

qualified fonn on p.35; and， if th白 holds.it is c町 tainly 立'p~餌ble to 

凹 8 併出LeFree Will qu筒tionin the fonn“can 1 choose what 1 

∞nceive to be right or reasonable". S肝叫y，出。nlye闘 .pefrom this 
dilemma 悶 the view exprea舗 dabove that from 位胞 definitiollof 

“reasonable" as“what凶 inconformity with praetica1 reason" we must 
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a.bsolutely e克clud.惚allconsidera.tion of physical po錨 ibility: and this， 1 

8凶0・cヘdosemake the Free Will qu回 tion0011 of ~an a.rbitrary fre!l.k 
of unmotived willing."阻 dyetaqu錨 tionwhich must be IUlSwered， 

beiore what Prof，伺sorSigew羽ktakes to be the question "from an 

ethical poin七ofvi.ew.，姐nb・asked
These∞nsid町 ations，1 think，阿佐w阻也lyproveもhatwa ca.nnot 
a即aratethe Free Wi11 qu鎚tion，io a suppo跨dethica.l sen鋪， from the 

wider question; nor suppo困 that co沼崎αousnessaffims the Libertarian 

doctrine io the former se加e，without prajudging the 1atter. It may be 

that this rna.kes the quest均三 oneeven mo田 unimport岨 tfor Ethics 

than Prof.ωsor Sidgwick thinks it; but that will be afterwぽ"
di鶴田鈴d τ，舵estill問mainsthe questioll; D。鴎∞nsmousn倒 saffi目m
m 山崎 mom姐 tof choice七hat1 c曲 01>∞聞 what 1 j睦屯etobeg'∞d"

bad? -if 1 may state the is飢 eio that way 旬 getrid of仏，eque晦t:Lon-

h宅giog“，hoωeto do" and doubly qu飼tion-begging"r，閣sonable".Now 
i七isto be noted with regard to this qu四 tion.that it叩 1，∞也氏刻'"

the po皿 bilityof ch∞sing : that tbe free will controversy s嗣='"
have naITO同 dits企Iito the question of free choir:e. For it is only 

01>0ωwhich disting帥 h加 voluntaryfrom non-voluntary action. and 

もheOI必n町'yLibertarian would hardly maintain that皿 l-voluntary

actions could be fr駒Thequestion is thus叫ωseento be a wider 

0"' 山崎n that which is ordin釘 ilydi悶 U錨 ed than 喝 ~tated. for 

example， hy Profe自sorSidgwick. For since， as has been shewn the 

physical p咽 sibilityof the ac出向 which沼山陪 po皿 bi1eobj鈍色 of

01>0ω!ωnl10t be∞nsidered to be a noc醐 aryelement in constituting 

it good or reasonable， in tbe seIlSe which is fundamsntal for 'practical 
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時鈍00"，it鍵初白血shardly pωsihle to exclude m町ち choic<筑制oh，喝<1"，

1 shou1d have the genius of Shakespea.ra，血ough.that 1 should have it 

副 ighthe r錨.sonablyωnsid僻edphysically impo組 ble. Even such a 

"'鴎o.sa choice旬 prsventthe aun riBing tomorrowωn hardly be 

excludad from the class which Profe醐割"s品dl!Wickr前 Jgruz錨'"“a
"由錨 ofvolitiou" tOO adopter of an 0同配tof desire as an end tοb. 

町 1M8t. (p冊目rthough.問 h明 nonehut a ma.dman would make 

鰍 cha choiee， y・this choi鴎明。u1dprove that it can be made: and we 
oursal刊息 doof岡 C加osethrough ig耳目岨cewhat is im伸縮iblein this 

S伺駒 the ooly r組制 1 why We do 00危0>00舗 w，"，'明@叫80think 

impossible， seems to be ncも倫atwe cannot， Ceit山 rin the dewminist国"

Liberta同 n酬息。，)but that it dose oot s醐 n wor出 whila. The 

question， whether a choice will produoe in日LYdegr樋 theeff，四tob略国。

醐，msme陀 lyto be醐 forex際問醐"d回 de，and哨 judgeof it 

just錨 weJU屯eofthepτ。.beblitio舗 andpossibilit闘 ofeveu.句 inthe 
physical明町村 It do伺 0"，殴姐m to be ∞O~“ in the Fr働 Will

ωntrovarsy， if也@包sueof thatωntroversy be cleBry stated 

Locke and Hume，(l)同協d...醐 mBrvellouslyin tlleir t描出回
of Liberty， both B阻 ertingthBt it 11回!IlIsimply B power to卸丸制 ..  

eho08e. But it would s鴎 mto be for this very reason， thBt they a.re 

Bble to treBt the Free Will controversy so CBvalierly幽 tb句 do. If 

the q凶羽田.nwere merely BS to whether W9 did not somatimes do 

what we ehoose， it唱。凶，d魁仏ey8ay， be ob明。uswhBt町田噌， w， 

8hould give; but it would not， BS they also say， be obvious that 

(1) L叫ke:Es畠ayR.21..14foll. Hume: Treatise IV. p1l0 foll 
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Hb副 yin this際問..  伺 notcon廿町yto ~ne。偲sity. since the question 

・C回同 oh∞se?"would still remain unans明 "dτ'heyboth， it is 
もue，leave an !1mb事uityaven 00 the fi問 tpoint， by not佃ffi，引回叫y

""創dering what is 田 p山ed in their notIon of “pOwer:" but 
neverthelas. when they sp脇 kof a p制官 to8Ct，踊 wechoose， they 

(1) would ap開門。 mM且 ooly，88 L叫町 tOOtthe exis旬阻町田n

~'"岡田"もh.. 出 onis de:明ndantupon our choice. In tb羽 partof 

"湖 action，t凶n，it may be e.dmited白紙 theyleave no room品川
anythingωntrary to "neωssity:. sillce their notion is that the 

action is Deα淘sitatedby the choice. Locke， however， se四 thatthe 

point in diBpu旬。悶U悶 nothぽebut in the qu錨 tionωArewll free to 

choose? And th凶 hedismiss<沼 M .b関同。 onthe ground that it means 

Can a man will， what he wills? But it do鴎 not m園田 <hi民 ，01制調
h四 definitionof f開請=，倒 powarto do what 1 clto。闘 he alr潤 'y
a∞"ωd. lt would indeed be absurd to Ilsk“C皿 1eboose加 c回路仰
in the se凶@“Am1 frωto cho。鈍 wbichof two alternative趨 1wi11 
，h，咽8?" But Locke ha.s no right to節団m.仏凶tthi.s白血@皿tby the 
question齢Am1 free to cω鈴ヲ That queati<∞ may m回.ll， "Am 1 the 

OTlgl且alca¥Uie of my choise?" and this he leave喝 00'盟側担ed. 80th 

Locke and Huma， therefore neg1ect the point of the contro~官8y by their 

daiinitiotl of Ireedom. They have， however， done 80ma ser司ωtothe 

Question， i田町田ch!l.B their tteatment of it i8 a protest against that 

coniusion of froodom“w"句 if1 chcωe， and“freedom to Ch0066" 
which 1 have iust pointed out. Their defect is that they assume that 

(1) 11 2~ 
(2) ~ 22 
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it w創岨 answerto the fjrst oo1y， which was really wantoo.;制i

h帥悦 their∞ntemptof七iedispu旬 As a mattar of fact， 1 am fr配 1

in the ordinary politic叫 SBlIse，wh錦町1do what 1 ch∞00， b閉叫al

，h，。拠 it'，since ther九etbe immediate 岡山eofmyac心。， li錨m
m，鶴H，i.e. in my choice. Butぬat.is lIot fr民domin the倒凶a
d=岨 dedby Lib舵tarians. Vo./hat they wish to m町田lnis tha.t the 

choi飽 it.selfis caused only by B self which is a.n uncaused凹 tity;and 

thia im凶i鰯 thatwh館、ealterll8ti~錨.~ '"凋回旬d，ili必.rchoice betwe偲

tOOm is wholly independent of their prIlVio四 habits，必."，幽tlO11e飢

The qu偶tionth組組“Dωa∞ロ副ゆ"，M魁 "f工rm，when alt館 natlv飽

are pres伺 tedthat 1 can choose any of 白紙nthat 1 think either good 

αr bad"， 明hichwould 紙調とm ω be equivalent to “any conceivable 

P'制阻匂Idalwrnative?・And wi由 thisWB comB to the last ambiguity 
of sta.tament， which SIIeIIIS to me to stand in th喝 wayof our giving a 

cleara闘病erto the qu腿 tion. Profe鎚。.rClifford (Lωtures asd Essays 

p.327) rather in郡山。us1y urge沼 ili.払 if the de¥iveranoo of my 

conSC10U筒間関羽 t。凶“ofany 四 ein the controvetsy'， it must be 

.∞mp.旬ntto assure me of the non-exis旬nceof sαnething which by 
h，，，，也錨'"旭 notin my∞.nsclousn腿s"iふ t回飢b∞凪阻ousmentel 
elements which the De旬rministmus'七 '"1河poseωdeterminetbe cho:ぉa

Bct 比叡姻mspo関ibleto aurmount this objection by maintaining仙.t

it is enough if∞E回。凶間縄開nmake a positive affirmetion ll.B to 
叫"凶"醐 ofthe cho閣， without re刷 iringit to prove e油austively

tbat nothing else in the wor1d can be. If the man of間四回 beforehe 

enunciated a lsw，凶 alwaysbound to prove， that no other eleme尚昆

b聞idesthose whose∞.nstant conn即 tionwith the eff，釘th幽 ba"



G.Eム アの助手蹴瀬論文

"" 
observed by him， really contributed to礼 noscientific laws havB 00佃

di闘overadyst. If， therefore，∞E阻 ousnessdose affIl:'m that "1" am 

the cansa of the ch倒的 that should be suffici銅色 But th個 t凶

"館tionaris鴎 whatcan it m鎚.b，且I吋 lsit quiωαs'tain that when 
∞，~出阻鉛" "ωms to affirm that“[can chooseω 岨 d80"， it me8.nB 

morB th阻 "itia 抑制iblethat叫 ob皿 d3uch a choi民 willta.ke凶&閲

凶 mymind?・Ifム""鈎回， m，岨 moreth回 this，its affirmetio且"
not ag回 nstDetermin羽皿;Sl.U叫"明eha.ve tried to shew above(p.30) 

"'飢 onthe Deterministic hypoth国 is，it rnust a1ways be entitled to 
a佐官狙 thelatter proposition 例 enif it dooe noもa1waysexerc鈎 1匂

rigbt. For by sa.ying that 811Ch and such a ch臥鴎..凹ssible1 imagi江崎

、制伺， m鴎.Ilno more仙岨 tha.twa do not know but that it明ill

happeu; and even if“the uniformity of natu開"can be proved in such 

a sen関a.sto ju副fyan 飴渇併針。nwith r曾gardto any event whatever 

that it α抗 ainlywill not happell， this can lIaver be the c幽" w.仙

regard to 8D event conditioned by a ∞nSCl。四 forecastλTIw~鉛， m

what it is -on Determ温叫 principl伺同iti田 teto conclude it to be 

柑 tain-andnot mel'f!ly highly probable-that 1 shall deliberately cl刷'"

to do what I judge to be unwIぜ。舗emto be not merely“..re珂'"
Prol闘ぽ Sidgwicksays 刷7)but ab副 utely回 M由.tent. It 醐~，

ぬerefore 出atthe“affirmation of∞sSC10U腿附図司 asagainst D叫~

minism， disappears on tb陪 attempもtoma.ke it p問。ise. The attemp七

to find a more exact m細川崎 r，汀 thevulgar notion of freedom has 

thrown us back upon the ∞.nception with which we started. Instead of 
f同拘 actionb凶ngthe action of an “unca四edselt"， we ha'守， ro '" 
content with it as self-caωed action 組 ythingmay be said to act 



94 神戸法学年報第暗号(1997)

f，鋼， mωfar as the immediate ca四eof its changes li錨 initself 

We have DQW 切醐 howth白田tionI$ CQno凶咽 withthat ex凶ained

abova as deri v・dfrom Kant: and旬偲aminewhe仕lBl' there is any 
justifi岡山'0for applying it in an exclu闘vesena w Will-a瑚術開tion

which K皿t腸emsto adopt in tbe application of his no同 ..1鈎If

the r，開trictionturns out to be unj四tifiab!ein hoth eases，明esha1l 

have disoo騎dof Schop陣~nhauer's vi開。fthe ultimate reality -a view， 

which， a∞。rdir官加 KunoFisehぽ isalso tha.t of Kant. It will t羽E
~ain to diseuss t凶…00of Fr叫m..白山

0> It was one of Kant's grモa.tmerits'" in the Critiq'施。fPure 

Rea.son to have pointed out that thm定碍 nothingllbaロ1，旬1，“inner"in 

叫1eobj旬結。f~抑n組処@抽er of仕111OU旬ror IDII町""鈎， eith官諸国

natu田 orin mind. He gave枕羽 fina1hlow to the doctrine of ・a
S姐 ω.and“faculti鋪" as principl舗 ofexplanation， by showing that 

advanωm SC¥o岨tifick田 .1釧geprasu凹咽.，仙e∞m'"凡einterd可知ndence
of things; that all we can know for eertain about them is their 

ndlltion to 000 a.no池町 This indeed was 0凶。fhis motives to his 
distinction 01 Phenom個 aand Ding an Sich; for he could not avoid 

"， ωnviction，も oughhe ∞uld not ju由 fyit， tbat there mU$t be 

oom例仏ingselI-subsis旬ntsomewhere. But his main point WWi that， if 

you tr初旬dnatural obje叫sas if they we四回lf-subsistent，you∞，ld 
00，"回apethe most unbea.rable contradi，泊ons. Tb週 W悶 th，“natursl 
disl侃.ticof rea，$On-

In the Critioωof Judgment， however， he beg曲 to$00 tha.t he bad 

(l) E.g. in the 'Amphibulie" R.V. p.225 
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over-emphasissd仙.8doct四 wti温t811 w・canknow is mere relatio凶
He here 問 ognisestbat a philω。帥yof nature must take into acω，" 
ti.“matter of knowledgs"幽 Buch，sIruョeit旬omust have some 

element of necessity. Tbus， it is not on1y tOO cate理，，~ 回 dthe pu凶

fσ，m陪 ofIntution， wbich have an a prioriωrtainty; but the senSB' 
manifold muat also be of such a nature that the categori，回 andfor!llfl 

of Intuition wilJ apply to it. It must be of auch a natul'fω 印刷pply

tぽmsto these relations. An札仙の暗'hthe amount of t凶 natu時。f

objec旬 ofexperience， which i同位llISd凶町mIneda priori， is far from 

giving them a claim to be∞.nsidぽ.dωmpletelyrsも'"叫，抗 ystgiv錨
七hema certain amount of inwardne但 self-subsistenea 

Thus， in co踊 ideringthe cωrse of Nature， it b8C氾m回 obviousth8t， 

though we try to腿 plainwha志h.卵胞s，by referring it in each伺網 w

Bomething pri町 intime， and 80 on ad infinitum， there is also 

"腿entadanother曲 m..ャ'"仇 outoi a∞ount by this me由。d(th8 only 
one allowed by K拙 tin the PU四 R鈍son)， wb記halso helps to侃 pl副n

what happe首叩iselem組， "油eactual qualitative nature of tbe 
events we a'τ."戸時 toexplain. 80 far IUI mere causal∞田健tion温

conceroad. tbぽ eis 00 reason why th殴eshould be aoy change in tbe 

world whatever， except that wb記his involvad in the lapse of time 

Each moment of time泊 differen凶 from the 0闇 bafore i丸 just

because it is after and tbe other before，帥d，if the world w官eqUl旬

without other diffe陀oees，there would y吻tbe a 0時期aryconn.何回自

民同leenits state at one moment and its此ateat the 0鉱 t，exactly 

f凶iillingthe type which Kant sought to prove且gaill.'ltH町ne. For仙e

state of the world at 000 moment w田 ldbe a differ.叩 tthing from i匂
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state at the DBXt， in th~ 鹿沼健 in whichヨ="姐ied出11tyou were 
"“1y entitled to infer from the e氾E闘Nヨaof one thing七;hesubsequent 
a司.stenceor皿，'h町 8ut，even if this were 80， causation would 
obviously DOt flffωd a complete e:却lanationof the∞"'鴎 ofnature 
The world whieh did ぬ~ ，.，.創$tunch!l.nged through tima， wo叫d凶ill

itse1f b9 pa的。fthe reason of th8 course of nature. We ∞uld oot 
exhsust our knowlege of each su∞伺創刊".初 bysayIr・git w闘関，h剖
to h8刊 b榊 nthe effect of th9σne before and仙ecause of也.，~ 

which followed it. It would still r咽 laiutrue tOOt鍋ぬ statl!was 

what it was，肱沼idesbeing related to th閣ebefol1l同dafter it; each 

would have a∞"M十一位，.∞.，姐tin virtue of which 98ch was 
identical withもh8tof avr句 other:and th9 nature of術調。00'旧t

would reqlω:re to be tak阻 intoa∞ouot io e:却1岨 ingDaCh 8t8te. We 

cau asaert a priori lIotσ.!yもh8teaeh sもa.teof the world must be 

即応倒sarilyconnぽtedwith those that prec毛deand 1011αw it， but also 

七b同誌 musthave !IOme definite qualitative na.ture. It is not only 

what it is because the previous sta旬 W鋪 whatit was， but alIio 

b<oa.鴎"掲 what訪問

This∞nsideration騎emsobvious enough， but y此 itis 000 whi岨
IB very aptωbe neglacted. It was r切ognisedin the Aris初旬Jian

d泥仕ineof "formal" causes; but has b側nput out of回ghtby the 

p∞edure of modern science， which駒 eksa1ways for efficIBnt caus錨l

without sufficiωtly consider.岨gthat tbere∞uld be no eif民湖町yunl飽8

there were also“form'. It is no doubt of more practical皿 portanee

to個 tablishゆlerelations between things than just to recognise those 

things; and Kant in his d四 reto justify tbe methods of natural 
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民訓問， soomBもoha.ve been misled by tOO pro瑚羽値目 givenin it to 

the discovery of relatioll8， into a.且 unjustifiable negloot of the 

qualitative asp民tof things. Thelち W鎚 also，a.s ha.s b舗npointed out 

above， snother問8Bonfor the empωis whi品 helays on rela.tion 

namely bis desireωprotωt aga.inst the assumption tha.t the objecta 

of experienoo w町 erea.l，町山島olutely 伺t!f~剣山$istent. And Cinally， 

q凶 lity80 far悩 itis 11国追随η。ison1y one山町ea.re not鋪 inthe 

case of rela.tion， a numb凹 ofdifferent formsもojustiCy. Bu弘氏il1，

100m a philosoph回.1point of view， it s関msto be of equa.l imp。凶叩m

a.nd is always pre埼U卯。sedby 8cienωin d四 riminating the thi昭g

"'tw綿 nwhich relatioll8 are to be discovered 

Thl凪，"，油開 in$0 far幽 tOOymust be terms of relatioll8， may 

be said to hl胴 a副f. But this d叩鴫 of副fh削 dwo叫d1I0t四位四

to det凶.etOO notion oC fr.倒 dom. For 百円eare as yet n<l色組titleda 

priori to infer in仕WWぽ'ldany differences of quality. And if there 

W舵喝 none 鎚 intbe ca鴎 abovesuppoad， there would be回"値。0，"

~ppoωthat the causal∞nnection betWft>!畑山.~α藷偲ive world.states 

was in any way d.勾S刑侃ton their qualities. Tha quality would n飴assarily

be taken into account in exp1aining the ser羽S悩 awhole: but the 

"鵬.1∞nnectionmight be ωnsidered to hold ootl¥併姐仕必np凶relyas 

"出向g，ill ωfa.r a.s they h.a.d matter， in the Aristotelian sen飽，附t

in virtue of their form. And this， it is to be noted， ia all that Kant 

pro，飽 forC8.usality in t加 Critiqueof Pure R団関n; tOO neα珊."
ωnnectl抽出 betwe岨 theexis旬nce(D踊飢n)of tbin空'8. But， a.s a 

matter of fa.叫! 出自宅 aredifferenωS of quality in 位陣 world of 

"'"町ience，and whatever be the justification for it， there isω""節句d
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with ぬisdifference of quality， a most important addition to 七凶

notion of caus叫ity. Causality in Ka品、舗盟問凹ldIIOt justify 皿 y

1aw of Natul'(l， and y凶 .. 七h∞色白錨eBC1BD図柄ouldbe impo閤 ible.

叩~.四四pli，凶 in o.ny law， that“Like叩 U隠 haalike effect" and v間

関 T錨!回din this conception we hsve， at OD凪 t恥 C別組1relation 
。〉

b泌け抑制mthings，∞E醐 veda.s de'予句ding00 th凶l'qualitative nature.'" It 

"凹 ¥0可fertOO things ∞nsideroo as individuated mer叫Yin tlDle 

which is n縦溺組rilyoonn記 tedwith thOliB pn閣3dingand following， hu七

七hething 個 distinguishedby a partiωlar quality， isωnsidered to 

have a Ilec<:酎."∞nnectionwith other things so distinguished. It is 
田 ..  ωumed that all tOO qualit岨 m 仙胎 worldmig凶町内 hadiffere叫

from what they are; b凶 itis as呂田ledthaもgiven田 y000 quality it 

has a unique eausal relation with $oma 0仙er000，姐 thesen踊ぬ.. 

only the thing of whicl】itis a quality個 nbe cauS& of仙ethiug， of 

whieh that 0ぬeris a quality， and oo1y that oth町 tbingscan be仏凶

effecもoffirat位由g

With山ISwe鋭与emto ha.'、earrived atも'"凹tionof a thing with 

a disti昭uishablesalf， hllvi碍.di畠tinctefficiωcy in virtue of tha.t 

個lf. And in this ωr嗣 ptionof the course of nat町 ethere is oontained 

the union of DetermInlltion wiもh，.，筒dom，in its simplest form. Ellch 

もhing，血e.rkedby 11墨田p1equalitati'、enature， is no douht determined 
in that it回 theeffect of 80me other thing， and， given叶叫 other

thing， iもwasforoed to appear. But alao且tis iもself sîmil町~ly 七h.

u.勝 ofsomething el却， and fr!掲船 f町締 itseffect depends upon ita 

(1) Under" qUlIli'もf包 includedfor t.his purpωe， position in sp"-伺
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own nature. It is nothi噌句創皐凶 this，tOOt its own nature depe凶s

in its tum upon sonething el鉛 forthat 80meバhingel駒。Cluldnot by 

itse1f have produ!*姐 theeffect which it produces. It is飢餓sential

Hnk in the eh.ain， and th。略htbe effect is 110t 501ely due to it， 90me 

阿 t01 the eff，回国 d"，ω"，姐凶 itonly 

Jn this notiOs， th組 wese依nto have a quit6 pr町 1腿 distinctio!l

betw醐 1 fr.飽 andne偲ssaryaction， Every action is bo泊 fn抱 Md

."湾側ary; 飢ch is 1m 鎚 pect under which !lvery ev，姐t must be 

Mα醐 arilyregarded. And thua we have 1m ultimate and valid 

~峰山Ig f01' fl閤 oom 個 a押 earingIlI. tOO world of experie⑪刷，

叩 ing，which， in cons叩@醐 .f山 Kantiancrit町四岡山

within tOOt world tbe notion 01 the salι"'"邸!d for that of the 

U恥'"鈴dor original， which had been maintained by the pre-Ka附'M

metaphysi四 But neither common se河口鶴田rKant him鍵1fara satisfied 

with this. Both 覗i.shto drag into the world of 偲 peria加国 a notion of 

f聞 dom which would be in岨凶iste位t with ∞mp白~ m倒anial

determinstion，個 applyingonly to 80me of the obj関旬。fexperieru:e， 

and not mere1y as an Mpoot from w】hiohevery me凶 nio叫1yd，国t町 mh.d

w組 talike may he regarded. Tms is att町 lpted no lo~肝， by 

mruntaml唱 thefrωdom of (:1酒田.ouswil1， in出。民雌eof • Liherty of 

IndiCfe問mce."-the old notion， d.iscarded by Kant， against which 1 have 

hith舵初出r館 ted my att.aek -but by treati白隠 certain groups of 

qualiti錨.d凶間鴨rablein the world of既Pぽ E問。e，as bound togetber in 

a so-called “organic' unity， wbich confe目。nthem a、e1f" in a 
旬民認l僚理凋， and makoo not their par匂， but them， ultimate facto悶

in natural proc腿a腿 Thebuman mind may then be re奮ardedas a 
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special insta岱00of th勾関川 ofunity， and 80ω<pable of f開 eaction as 

a哨ole，diff，即時 ind腎珊 perhaps，but of the sa田 k山d舗"，，'
催.erci.!edby any organi舵祖

Kant， it is true， in t時atingthis notion of 'organi凶m" in the 

C出 iqueof Judgm閥抗!由llu駒 t8that it ia“崎山tive"or“"n副 ive"

on1y， oot “αn向 tutive"or“detarminant". 8y廿lishe meana that our 

experl細切羽ouldbe po臨 b山 with.心utit. We should still be able to 

have k皿wledgeof阻 ob民 tiveworld， if all things in it were 0叫y

mechani飽lIyd庖tennined. But neverthele閤恥 do開価。wrr四"'副nthat 
the explana.tion oIωru.m things pre.舗nted in exp町四低 name1y 

organisms， is absolutely impossible a∞ordin巴 "m民hanicall!lws. 8y 

thia he IlPP偽問 tomean that th.剖.r "fonn" is whOlly “cont泊gent"

from a mechanic叫 pointof view;ωrmd thisωntingent form泊 woh

that 1111仙吻 partsof the thi且gmay be rega.rded as Bcting for the $0)抱

01配 hoili町 S"fonn浦 i.e.tOO form of each is組 d鎚 wellas me醐
to a11 仏附 r首t.(~ Th四， in ordet to define an or宮anism，Kant 泊

。M判官edto use， in de持cribingthe relation of 山崎 partsto one another， 
the notion of“end" which he admitsωbe on1y given by the Pra.ctical 

Rea.aon. He sa.ys tbat the fonn of the whole org幽阻棚田防 bo

r昭a.rdeda.s the “end' of the parts Cand that only吋樗:u-la-tively勺 0"

∞ndition that the pa.rts a.re 岨d凶toone another. But a.pparent1y his 

。nlyrea.son for thinking thatもheya.re so， is tha.t thier吋orm"is 
m臨 pli回bleby mere mechanical ca悶 ation; and 山is"form" is n。
10昭 erthe systematic unity which it was in the case of the whole， but 

(l) p.372 
a) ，拠8
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the pr明 uppositionof tha七 80that it wO叫d 艶 emto be undi.s 

t:inguisl!oo from“f。四"in the sense above explained， in which e~ぽy

uatufBl object eq回目.ymay be s制 dto have a "form- 由e:re18 

由 reforeno reason pnma facie， why 岨 0'富山田 shouldbe曲

t温guisheda.s having a systematic unity， which would not apply to any 

"ωP of interacting parts whateve:r; since in every c飽leas was sh関 E

above， the ωtion rnust beωn偲 ivedas affecting the “ formヘ ~d

likewise in every caωthe mere principles of the understanding will 

glve田 ".ωnwhy the form should be such e.s it 18. Aod as for the 

infere温Lcefrom Ine.也plicabilityof form to t出.6neα喝sityof“end"， that …. 1叫 di醐縄問耐ch.will四 upyus later， in speakingω 
ωOM凶値freedom"with Ethi咽 Butapart， from tb国， it旬。mgto he 

，，~も七hat Kant's only reason for saying that in organisms we have 

p'副 enteda whole or sytematic unity， sueh凶 G組∞the explained by 
natural laws，旭 th，醐叫加盟 that its parts cao be s醐旬 h

related in a non-mecha.nic渇1way. And his ground for assuming this. 

again， is one that appli舗 equallyto all causally related elements. 80 

that he fails， on the whole， to justify evenω. "胆lativepri岨 pl，
叫胞昭氏 alposition which he attrbutes to organic things 

on the 0仙.erhand， if we confine our Bttention to the relation of 

the par旬. without employing the notion of end. 90mething in this 

relat咽 wh凶 C阻 ootbe Bl[P}叩edby the mere “principles of the 

@d，枇anding". Our knowlege 01 nature would ba impo組 ble.unlesa 

山ingsdid act according to r凶鮪.i.e. unless the form of a thing∞，ld 
be taken to indicate what i旬 effectwould be. This is a principle 

(l) R.V. Pお0'jede Ur姐 cheeine Regel voraussebt ...und jede fugel eine 
Gleichformig:ヨ~eit der Wェrkungenerford回!



1ω 神戸法学年報第四号〈出荷〉

which Kant 9i謁m.m悶'elyωassume(1) but it w四 ld ，舗mtobea

properly conatitutive OM. In仏岨 Critiquof Judgm個 t，i色iB， however， 

∞.fw揚dwith another principle， which Kant dose d回 areto be “同gula-

tive". It iB hぽ宅"腿rtedthatらifwe are to have knowlωRe of nature 

“~ ，釘.etyof qualiti錨戸舗凶...'"叶. ，担鴎ド叩anifold must 11。
wholly exclude re側 rraru:e;alld由i8i8 tak侃 tobe equivo.lent to山e

principl腿 .f“homogen凪ty，S~出l “cation and continuity". The咽， ，re 
principl関-，必ngto which we should always aim at a 8y酒tematlc

cla.ssifi，岨tionof the laW8 of natu閉山鹿田...喝 hoping 旬 finda 

∞ntinuous ch記nfrom on9， g6n9ro.l el田昭hもoembrace them all， down 
through regular関 bdivisioDB.to infinite partic叫arity. K血nt'8view i8 

that we cannot know a priori that Nature ia capable of such 

'"曲目悶凶 d.羽出cation，阻dthere do actually appOOr to be gaps 

which spoil出 symmetry;but出atthe ideal of scienC8盟加 reachi丸

田 dthat progr明 5 ∞nsmtsin oontin凶 1.四roximationωit. lt旭

therefora， a "r句rulative"but IIOt a “∞DBtitutive~ ldea. Now， wh.酬もh"

this be 80 or lIot. it seams extre者百Llyimportant to distinguish th，蝿e

P'也ciが風 fromtha noti訓明thwhich Kant connects them. It iB true 

that there must be some recurrenωof identical el町E細1;$ill e:玄per1eru:e

in order that we may find ooy Laws of Nature at 0.11: but it do関 ..t

follow from thi8 that these laws will then出，lv締 beMpable of a 

αmpletely systematic cl.8asification. The two prillciples配 emto be 00 

a antire1y differellt level， whereas Kant takes them hoth indifferently 

as evide脚色hatNat世 ea8 a whole must be regardedωif it had beeu 

d阻判[!;uedlyadapted to our intell沼'eru:e. The truth四 thatthe one is 

presupposoo by the pri且ωip1e.s“LikeC!IU田， Like effect'. and 80 i8 
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醐潟腿ary to a knowledge of nature as mech剖i回n，dω-ermir同!
wh併e岨 theother may inde略:dbe regaeded as a mere ide叫Thiaid&al 

of perfeet cla四 ifil羽tionwould indeoo presupposa the ot恥町 b，七仙.

inverse propo。且t同ndose not bold 

Kant's問 son，th凹 fore，for holding the idea of∞mplete sys回 n
もohe pu問lyregulative， do not invalidate the objeetivity of the 

pnnCl向 thatall the ele四山 ionature間賞悦a11yde回 nuneone 

another's form， and that therefore， though t~必 '0汀m of Natureωa 

who1e must be regarded as conti碍阻む， the f orm 01 the pa.此"m 

relation to une a岱utharis n創期胞η On the oth釘 h岨 d，the notion of 

a systematic whole dose not apply objectively eithe:r to Nat戸』鴎 M'

whole， or to any group oI par旬 m 同 ture. We must there:fore be 

000旬nt，so far a.a the doctrine of 位 per!eru渇旭 00'闘 rned，with 

regarding evary el・mentin Nature 8s equ叫Iyfnョeand deteロnined;but 
仙沼 much覗emay regard as faεt. lt is， no doubt，∞nvanient， t。
treat certa.in groups 8s wholas， and to飽犯ribefreedom to them畑山e

S姐se that thier par悩 Md 同時 anything e文句rnal to them. arB 

immedia.te ca.u四 ofthier cha.ngeso hut thi" grouping mu院協同mitted

to bB w~ωlIy arbitra.ry; It is田 tmerely，幽 Kantthinks， tha.t B 

mooh叫鴻1"ぬrmina.tionof tbe parts is tbe only one七，hatωu be presup-

po騰das actllal， bllt also that ther噌 uωthingto 腿 plainin 山崎

whole， whicb羽 notalso in eacb of the pa吋$， ta.lum by thems叫帽丸

and pr.四uppOfiedby thler meohani飽 1oonnection 

Now thB ca能。fhllman volition would s関 m to be precisely tbe 

same. This， too， is to be exp1ained mecbanically but is free in virtue 

of tba.t very m民h創""ユ explanationin 80 fer鰯 theform of鈍，h
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elemant in 仙.~縄 may be regardゐdas det凹 niningthe form of the 

next. And山町唱 is00 more ground for trea七ingthe mind (1$ a whole 

a.s fr.伺， than there白f官官脇ting四 0'"叩 ..mωfraill nature. If 11 

，.郎副 andultima旬 meaningis to ba given to such freedom， it must 

be explllined 騎 thlltwhioh prot附IyOOlongs to the ultima.ts rnental 

element.s， lIot as anything wbich f.儲 id錨 inthe百ho¥e，as such. For 

there is h官匂 againno special iorm ωfix the limits of a uruty 

anywhe汀ebetw働 nthe small錨tdistinct element and the whole血ental

world. But， 011仙eotbel' bend， it rnay he admitted that the sctivity 

of m卵 tala1ements凶 sometimeadirectly peraived， in a殴沼田 inwhich 

tbat of physical elemente never can be. For consciousness it隠 1iis an 

.1=飽 tin m組 talpro伺闘拡 80that here仙eform 覗hichdetarmines 

tbe cboo昭電 knOW$itself. However， the Important point to儲nphas四

is tha丸fromthe po.皿 tof tbe view of expl皿 ationof e布皿叩ee，this 

make場 110dif:ierooe. 10 the context of inner exp附riencethis form plays 

just the腿 mepart as any other form in outer expぽience. The 

differe恥 ei8 only to itself， it is not of an ob戸ctivesignificance 

From the common point of view， then， which take趨 theworld of 

舘 P舵 ienceas ultimate1y real， th泊 inwhich every part of that world 

凶 alikefr民回dalike determined Is the only飽酪eof freedom， which 

C!lO withst!lnd critidsm e.s泊田 w!lyb齢 edon arbitrary distinctions 

It is a醐民 whichwould，ωmost， s叩旬恥恥出 asthat of 

determination. But it can， 1 think， be鰍担 tounderlie all common 

lISes of freedom; and 泊施。叫Yto the di符icultyof distinguishing it 

鋪 anirreducible aspeet in mechanical伯尚ation，that仏Lere泊'"b. 
a出凶 themi自岡山mptto shew that the n向。[f.叫m .. 
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irreducible， / 

'Practica1 Freedom' is something which mu凶除，].ong to all 

~鉛nable' beings， as側 dωIti$ defined negatively as 't畑 independ-
，") ence of our ehoke from compulsi皿 through impul民掬 ofsense;"" and 

positively as '!l power' or 'causa!ity' of 'reason，' 'to begin !I. series of 

events entirely of it総 lf，，(3) 'Pure practica1問ason'i8 id，館tifiedwi也

'pure will;' and 'will' again， up七othe end of the CritiqU8 of Pr田tical

Rea.son，蹴msto be identica1 with ιchoi~' (Wil刷 I!r)， though io the 

Preflloo 旬 'TheMetaphysic of Morals，' (p，23)，幼時yQta必前inguished

in a very important mannero for it is the問 declaredtha忠 only'choi岬!

ean be called 'froo'ιwill' beini1: COD凶 rnednot with 'a瓜ions，'hut only， 

like practical Reason， with the giving of More.よ Law$

Kant's ac∞凹tof the way io which we must∞nceive 'practical 

r，舗dom'in relation， to experiSIl切 isas follow8. Every 'cause' CU問問凶)

h舗8. 'power' (Vermogen)， which may be also偲 1100its 'c鳴鳩a1ity'

〈白幽litat)， wh凶 'pc刊!四国醐叩1yconnected with the sub明 uent

明田'"悶 ofa definiteιoir.拙， (Wirkung); and tbe law of this 

'"曲舵tionill called tha 'character' of tbe cause. Tbe tr創羽itionfrom 

""ιcausa!ity' to tbe 'eftect'， however it be conceived 悶 caUedthe 

ιaction' of the cause (H帥 dlung). Now in 'nat凶 alcausati四九""

ιcausality. of every cauS&四 also回.rr館 tof some prevw四 ~ωe， and 

so nn ad infinitum; and the '飼いのぜ， tberefore， is merely a transition 

in time. But lor every natural o~問 t， we must al関岡田0鈎 thereto 

(1) G.P .296 
α) R.V.P.371; cf M.P.II 
(3) R.V.P.372; cf M.P.II 
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'"岨 Intelligibleground; IInd thera沼田o∞凶mdiction温 th凶ringof 
tb羽盟旬lligibleground llB C副総Cina.no也ersense) of仏・ 'causality'

of the naturlll ob】ect. TheιCBusaJity' OI the naturs.l obi民twould thus 

be effect both of some preわedingnatural ob】舵t2nd al.so of its 

intelligible ground. But t周回匂lligibleground is， as純血h，in 00 way 

subject to 'tir冊咽nditω附 andth居間forei旬、ction'in producing the 
eωusality' which is its IIppearance， is oot a tim砂transition. It cannot 

th智eforebe said to 'beginぬ act'8t any time， although its effect i.e 

the 'causality' of凶enaturlll obj閃 tら hasa beginning. It is thus 

originalωu.se of IID app鵠 ranee，which温 011anotber side also eff民 b

of a oonditioned cause and in its turn cau槌。fotber appear帥 008. It 

hegiDS 'of itself' a舗 ci倒 ofevents in time， without itself beginning to 

~t. 

Now， so far， e玄関ptfor the a.mb培uity01 the word 'cause' 118 

applied to an in凶ligibl必ob持ct，whicb間四'""'"副 above，and醐 opt

for a lack of fixity about almost Illl his terms， ma.ny of覗 lichare at 

one time distinguished， and at an。ぬぽ悩""個 synonyllla (e.g 

C刷 salitilt= Cbaraεter = Hundlung)，もhereseems即時asonto object to 

Kant's llCω阻 t. But it is 副 a∞倒的 whichVI叫 ldapply to Ilny 

slltural object whatev町 andwe have now toωnsicl町 what9verit wil1 

apply， in a special sena to human vo山tion

1 ，q曲 d町山74)叫戸時'(1of Kant，(J) in which he says that 
=瓜回owshimself' not only through his sens関 hut'also through 

mere ap仰raption，and仕叫七00m 以ctions'and inner determinations， 

(l) R.V. p.379 
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which ha ω=叫 aseribato tha imp帥蜘onof仏. ，組踊B. He is tn 

himself， it must he admitted， p町 tlya phenome叩 n，but partly also， 

namely in vi開。fω出 n f醐 l'飽.m副 Y int批 gible品Iject，

"偲U関 hisactiou回皿othe a民口bedto仙ereeeptivity of sansibi!ity 
w.叫.1tb醐 faculti回 Underst阻 di喝副lWO醐刷出向侃旬

陣 y that Reason appears p時引mnen叫y a.s the facu!ty of a 

卸 Pぽ鵠nsi.hlebsi.ng. We are next told that the lmperativ錨 expre魁 .d

by 'ougl】t'make it p1回n油at'this Reason has a C副総!ity，or a七

least that we re戸市崎ntit as haviDg 0ぜ And finally we have the 

following sentenoo. 'Now this“。昭:ht"a玄P'"凶"P儲si.bleaction， of 

which the ground凶 nothingmo問 thana men!∞nception: whel'偲8，00 

th.ωltrary， the ground of a m別叫ynatural act初nmust a1可~ys he 

an a.問問問'

1，帥 passage1 th地 wehave PI醐刷出 full副 entto wb凶b

k曲 γ.m位。"舗trict出 gpractica1 freedom to reasonable beiDgs go鈎，
，，.，崎町 withthe confusions on which that restriction wωbased. One 
ambiguity∞ωrs in the la叫鈎n岡田 andit is a very important one， 
since it see宮lSto ha ve gi ven rise to m回 yfa1艶 notionsof what Kant 

m.幽 tby froodom. This s組総迅ωexprel拘e.sin all antithetical form the 

diff問問 betw聞 f田副 natural'causality -wh凶 hefreql岨 tiy

says are the ou1y two kinds of causation po醐 b1e. The firsも"

distinguished by this that its ground is a mere∞a峨，ption;whereas the 
ground of the隊問ndis always a phenomenon. Now from the a'∞ount 

given abov因。fTranscendenta1 Freedom it wi11 appear in what sense J 

a峨叩七，h山 dωcriptionof free 岡山喝lity. A fr旬~，関 must ne描 sari1y

'PI克明 tou8asa!句 ical時esonand so far as 'a rnere conception;' 
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because it is not， as such， p'羽~'"ω 凶幽叩 obi関t oI intuition 

It i8 always a univ醐 alBnd山oughwe C8.D know that it must be an 

individuul we 個皿，t位戸田鍋偲 itas uniting both characters. But 

針。m what K叩 tωysm 也epl'fICeding conte混t，M well as from bis 

general aceount 01 will el民 wrn.訊 1think it i8 plsin that he is not 
tm且kingof 'a mer8 con区制ion'in this sense. When 0世 willis singled 

out us having a special kind of causality， inusmuch as it can be 

'determinsd to aclion by出 p'酬山七 on(Vors凶lung) of certain 

luws'，ωK組 tshews what it鈎 heis thinking of. The 'msre∞Dcep“"， 
in the on1y j四 tifiableS6l1!le for freedom would be the la.w8仏凶mselv悶 i

and lIot tOO 'pr調。ntation'of the laws. Evぽy'ωn闘が"ぜ rnayb時

rega.rded from two points of view， ei也町制 apsychice.l舷 istent，or 

from tOO point of view of its∞"但t;and it is this very importa.nt 

(and obvious) distinc巾叫 wm悶hK&1lt app蛤釘sto have n略!ected. If 

ぬecauBation exぽ cisedby 七he pre蛤温tation of a ωnception w町@

anouε:h to justify 仕切dom.f:開訓domwould be no more than that aspoet 

of every mechanical proc飴 s，wbich was distinguishoo above回 theonly 

p'副総醐駒e.ssignableto fn副 om，on the common view which regards 

the objects of eヌperlenceB.B re岨l;a叶dth四 therewo叫dnot even be an 

appea.ra.nce ofω山 betw醐 itand natural c叩 lity. For it Is 

pre悶sely 'pr街組ta.tions' 加 whichKant repea.tedly asserts tha.t the 

objects of臨P田町田町eredu四d，when they are vi開叫，B.B he holds 

they muo色恥， a.s appearances. An app臨ranceis a. 'm鹿市 pre閥抗ation.'

and it is only between回 chthat the cau観 1lawB will hold. There 

(1) G. p275 
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would therefore b8 no diff，似咽08betwoon 'an ae凶onof which the 

ground w悶 nomore than' the pr.精卵tati曲。，f'8 con明ption'，and an 

a出 onof which the g四und'must always be田昭伊泡ranoo';for the 

pra!lE!ntation of a.nythIng whataver is， a.s such， an a.ppear岨 a

Kant him闘，!f明ouldse贋盟加 recoguizethis in a pa弱 ageof七e

'Canon of Pure R縄 son'，in which for that v8ry re唱。nhe is driven to 

sn almost di宮前tωntradiction of what he Sa.ys in the context quoted 

a.bove. In this p問問，ge(p.5鈎)ho凪 ys:'Practical Fr民dome曲 "" 

proved through 8Xp皿 mωFornot only thaも whlchchaロU8，1.8.， 

.ff・ctsthe s・M唱必r回 ly，datem凶 eshuman choice， but we hll.ve !I 
power to ove民OlJleImpr(!l;SlOnS upon OUI 艇醐""d錨 iderativefacu1ty 

'" (Begehrung$v聞出'gen)， through presentat闘ns'" of wha.合 even in a 

somewhat remote Wa.y，白 nsef，叫 orha町uful;and th鎚'"ωiderations

of that which， in ViBW of out whole同:atesis de町由le，i.e. good and 

useful， a四 baoodupon Re!lSOn. H帥帥 .lroR健闘ngl~舗 1，同 5， wbich 

are Imperlltiv四， i.e. objective Laws 01 Freedom， Elnd which tel1 us 

whst 0州ghtto happen， even thongh perhap問 itn時.verdoes happen，回d

a.re distinguished泊 thatr留P陪ctfrom Natural Lmω， which d腿1，且1，
with山at，which hoppens'. He then gω'8 on to suggest that on 11 

w旭町 view，what here appearsω{，咽dom，might be s舗nto be nature 

(whlch would， indood， with regard to part of his statem組 1，'" 

ωrtainly tbe 飽飴，) but this， he says， is a specn1stive qu阻tぬh

I町'e1evsntjust恥re. Finally he com-鋪 tothls: 'Accordingly we know 

practi出 f明暗。m through experi制帽幽 oneamo沼田即官1Mω叫

(1) My itslics 
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namely a causality of the阿箇onin determination of the w也;wne得 .. 

b阻 scendenta1Fr切domd僻nand$岨 independBIlωof曲LSreason 江田，]f

Cin view of i旬 causalJlowぽt<>b句:ina seri調 01.即ea.rances)from 

a.ll detarminingωu醐。fthe senS<'がworld. and 闘 f.. 即pear~ to be 

∞ntraryωthe La.w of Nature， and ber闘 toall po阻 blee却問ence:1t 
therefore remains probJematic. But for re筒 onin its practlCaユ usethis 

problem羽田elevant..... The qu錨t10nwith regard to Tra凶ω。denta1
F防ooom∞鵬舵澗随，Iely硲a叫1l.tiveknowle匂e. We can幽，tit aside as 

wholly irrelevant， when we have to do with the pracじiea.l'.Now in this 

陣叩 Kant由国間同，ll what is char吋 istic of huma.n 

volition; and his definitio国 of'w剖l'are∞0"，岨ti，，三p'咽艶din山e
same fashion. Will differs from 0曲erinst印刷Sof natural causa.tion， 

in 9.8 much剖 init the idea (to国 e仏.ecommon English word for 

'V。尚叫lung')of 8Omething， which is not yo.t real， t伺 d.もobring 

aoout the re閣lisationof tha.t thi噌;and he may be justified in隠 Y'曙

that this prc開明 'is based upon Reason'， 創nceto ha.ve an idea. of 

anything 創出町 rea.l or imaginary， pr飽UPPU8eS that faoulty of 

cognition which distinguishes ffilUl from beasts， and回illmore from 

lJl.linlma匂 n前~re. Nay， more泣温.Ilthis， in. the sp副 lalillBtence， which 

Kent tak錨 tobe the omy truly ‘moral' wilIiuε .，舵舎を;00id他 which

前 t6as cause， is the idea of∞nformity to a universal law， the 
content of the idea is 90 abstract， that it may be∞nfidently悶 =too

that only re時国nablebeings 8r8 capable of having 開 oh幽 idea. But 

neverthel傍sthe id.回 iseven here still 'an appearan民， and，邸四oh，

，"p町 a色。db，印抽悦ssablegulf from the conten.t， 01ωI!ich it is an 

U加 And.iuasmuch as it i8 in its ch釘郎総rof idea， i.e. as 8 
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戸yめica1似 istent，that it produces a且 effect.the cauaatiσn is sti11 

me叫y'natural'. This， as w喝 havesaid， Kant in the pres姐 t牌舗""

fu11y recogni.ses. But it is only the more remarkable that he should 

speak of Raason， in the same context， as 'giving Iaws of Fr鵠 dom'，鎚

if託、.vereRe醐 'mぬω.=.鱒鴎e，which鳩山.ro~伺 on tOO 000 

hand of obj館 tivity，and on the other hand of abstract ideas， whetber 

'ru，町 lalSB. In this Kant betrays the psychologica1 standpoint， 
above which he 餅掠msnever to have ∞mpletely ri厳狙 m treatmg 
eplS旬mo!{沼l侃Iq.腿+ぬIIS，m apl旬 ofthe四 "m刷 S齢 rvicωwhichhe 

did to epistemology，的 wellin the Metaphysic.s 01 Ethics sS el関wh，げ私

He suppli錨， asits駒田凶 me，m町 ematerials for a true v旭 wthan 

any one e1se， snd thc崎町 too， in a wonωd凶lyfo阿古rdatate of 

preparatiぬ.nbut nevert品川essthey ara still for him encumbered and 

∞，1凶edwith the町 e!ev阻 tmatter， from whieh it W8l! hia merit t。
副 themfl川町 Itis p何回同町 di甲~W抽出

.. 四 'rationa1'， Ior what is true or obj同U判明白抽11ysf岡山 IWI

adoption by H勾elobut it is ext聞記Iyimp町 tantto av凶dωnfusing

tI陪 rational' in this se泊四， whieh 時 the fundamenta1 one for Kant's 

"'“前n，with the 'rationa1' inぬ， ，組関。f出atwhich implies the 
psychol句 ical fac川lty 01 making judgments and inferen品 ιTh.

distinction betwe凱鴨hatis tme aod what is ooly believed (a1though 

oo1y a 'rationa1' being c加 believe)is。岡 whichca皿 otbe either done 
aWsy or b凶dgedover， hσ¥Vever small be the amount of事 atwe may 

h.七houghtto res11y know in∞nparison oI what we must be cooteot 
もobe1ieveo and it is 七""必atinctionwhich is bere in qu飽t.;n~

Knowing， the function of R舗 IIOn.is 00 one side a natural funct。札
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wd，幽同副， it I8 indisも，inguishablefrom believing; but， in悶 iaras 

knowing is d温tin叫 frombelieviug iιin $0 far as th叫 whichi.s 

known is仕ue.there are 00 tWQ worda which expr舗sa diífe防 1田 m~

profo凹 d. When Kant ta.lka of t恥 。<u， 廿"m。抗叫itya.s hased upon 

the laws which Rea.oon gives itself，せ祖 wholecourse 01 his work shews 

七hathe mea.ns laws which tell四 trulywhat ought to be done; it is， 

ind偏~，。叫.y on 也~∞ndition that he could cleim universality for 
。}them. '" In this s姐 a 'R飾的ndetermio.創 theWill' wh佃 everthe idea 

whieh 四~.腿 of out acが00，Is an idωof what沼"叫ygood. But it 

is ooly in an utterly differ-伺七齢脇@他at'Reason' can be 闘 idto 

'determine the Will'， whenever the泌回， which ca四 88our actlonS 

impliss位lepOwef of abstraction. And it is ooly現 thisS!蜘 .d 聞~

，""凶chdetermination of the will飽 nhe caUoo a 'practical freedom' 
whieh is ind叩組dentof '-Transα泊dentalF田!dom'. Aocordin唱IyKant 

himself， as we have said， recognizes 81ω，where that 'the practi個 I

"岱伺ptionof iI'E副10m is ba路 d.p。ぜ仙時 'trans由主d組ta1 Idea of 

F"叫om' (p.37l); and again， spaa.king of f閥均dαm，'as 0鴎 。f"" 
f.叫 ties，which∞ntsin the嶋田eoI the a.p胆 aran民淘。.four艇-
world，' i.e. as practical， in心由llCtionfromも時附句温denta.l， freedom， 

'" d区北町es that we cannoも hopa to establish its actuality iu 

~pぽienCfl， 'inasmuch as we 回且 never infar irom experience to 

an:ヴilimι 叫 ichmust回，" m旧制edataUa帥 rdingto ~帥 .1

expen四ぱ匂総5). And this羽田5 側 fficientlyto∞凶"必.ct his 

(1) Thia王athe ground of Knat's distinctio主 betw的 nthe Ca旬g。泊，，1
imperatiye. or剖ject問 14.仏，.d血四re Maxim or sub悶tiue
prlJlcψle， whieh will間四ivefuller tr羽田entin my sぉondchaptぽ
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"'"且ml!otin tOO 'Canon' that 'we know practiω1 fr.例措omthrough 
expenenω a.s OM among natural関脇M'帥 dthat 'for reason in its 

practical usa' the probI同1of transωrUI但..lf問視dom 胞な"込evant.'

Kant has七'"聡10re∞u，駒d由epurely natural proα闘 ofhumas 
volition， with tOO transoendental a叩8唱え ofit， which ∞uld alone entit1e 
凶 to8.scribe to m回 'praetica.lfreedom'; and it is $01e1y 00由民

∞of凶.00出8.tthe s戸詑ia¥plaoo he鎚 si;:ru;to man as a 'fr.偲時閣t

醐!IIlSto be b飽ed. It is tl別 thatthe∞ntent of色heid，悼， which acts 
幽'"鈎 involi旬。n，is different from the∞ntent of any other natural 
caU69; but that∞ntent is m町 elythe iorm of the cause， and diff，位制ω
of form is something which in 00 way re泊dersone natura.l C!I.四emol'l! 

or le回 01a natural cause than any other. The q朗自m is， hωwever 

compl回総dbvthef叫"""明 M'd館五阻gin the偲鎚 ofvolition， 
with a.n 'appearan.団。fthe inner sense': and as thi.s point also touche.s 
tOO 1ecit皿 acyof Kant' s as四rtionthat 'appωr岨蝿'"ち m附九~ 'presa畳F

ta.tlOns 岨 assertionwhich 1 used in my a.rgum，阻tto pro鴨 thatfor 

him humao volition was rally a也 usationby 'appearances，' something 

should be said of it 

It is trne 闘 Berkeley闘 w，th叫 everythingwhich we diN叫1，
e玄関nence，may 出 rega.rdedfrom one point of view as a state of our 

own mind but it is oot true that every叫nog悶 di院inctly似:perienced

舗制限ha state only. Kant poioted out that Berkeley's hypotbesis 

would ¥eave us凹 meall$ of making a rationa1 disti臨ctionbetw明 n

dreams and p四時国国 betw醐問問 ill岨 on Oauter Schein) and 

apparance (Erscheinung). He s}崎町0'8tha七 マ.e n，飯田8a.rily∞nωIve 

耐申 exte油 din sp附， (蜘 formof the outer開閉，)a.s formini1: a 
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。別旭川lyconn回 .d.刷錨 ofwhich the su∞ω$10n 18曲目:tiva，i.9. no比

臨踊旬ntmer・，ly9.B and when we p泥沼'ceivethem. In fact we ∞uld DOt 
know a thing to be a state 01 0町富阻mμbycontrssting it with 

悶E砲丸hings()七"d坤組dent00凶 sincewe can ooly know ourselvω" 

.00"槌 tto other things or persons， and our knowladge of the 

""'"担問 ofother perl犯~ d時組dsupon inference fl氾m theit ma.n止
festation in a would of tbings. Our 'ideas'. theref，併e，io so far !lS 

they are statω01 0阻，..t.錨 mustbe∞恥eivedes form温ga causal 
民主rie5of their own， different io the ord.町。fit8 conn区tiOIl$from山"

"山崎∞ntentof七ho齢吋'-，∞nsider・d蛸鉱色組dedio叩風ce. The 
knowledge of凶.9mental series， as関 ch，involv創 theexist組 ωofthe 

eぽ~崎。f 白血gs m 硲aω;加色仕祖 latterm四tbe conceived a.s 80 far 

iod句m必nt of tbe former that it might exist， without being 

問p~組句d io any menta¥ seri鋪 Neverthele阻 itremains true that出8

spatial腸n槌 canon1y be ∞nceived I¥S having id阻む001elements with 

those whieh OI)Cur io the m回""桜町i88. And th路 itis tru凧 m， 
-銑 thatthe spatial world is comp舗 edof men七a1elements: on1y 

山崎鍵 mentaleI田n8nts，m 紛 faras they are concaived as鑑 istingin 

OM  space， and be品。ngingto one seriE喝， of which the parts are in a. 

陀a.tionofω，mplete causa.l interdepend，同n凧 m"もnotbe confused with 

the elemen同 who嗣。ontentis partially the same， but which form 

part of the m個，，'舗ri.es. Kant's d肌 ominationof the eI，町主組t6of仏"

spatial world aa 'mere pr飽entations'i8 justifiable， if it be cl縄 dy

under前oodthat th回.pc鴨ente.ti，。凶， a.re the same in content oo1y， 

with thωe which belongωth. m組te.lworld， but not the風岡崎 m

re"，ぽtof their causal relations wi出 oneanother. And this， on the 
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who1e， he makes plain Bnough by his distinction of the 'ou加f' fI'(抽

出.9'inner'駒田ι But the ambigui七yof the name severtheless lends s 

handle to oonfusios， into which he somet四閣時四$10 fall， as， for 

'" 岡崎 wnen恥 eμ位8of spatial objects as bei喝 actusはyιE価。"
mind' Gn unserem Gemu比00). Aωn田切 inst姐[l8 will make the 

di， 凶 ctionplain. The 'pr閣 entation'of a eow munching grsss， may in 
tbe men七'"関n創 00 "凶8ofaf，倒，ling of ple飼町e，or of the 

r低調。lectionof the wordsι叩 d'or 'rwninate' but the same munching 

will probably be eause， in the materi.al回d関 of dig凶 tion. and 

perhaps， of駒隠hmOy.引n組 tsin the ∞w's brain as ωη寄旬。ndto her 
fealing of ple闘'"九 Y此 thelatter mun~仙沼 is certainly compo厳姐"

elements which姐且 onlybe known as p問鶴ntationa1. The differ仙~ .. 

n叫 ootwゅantheιstates'. betw僧位 whlch，as Kant insists， the cau困 I

connection must alw司ys be couceived to hold， but betw・"山e
suhstar桜丸 ofwhich，回 Kaotalso insists， they must beω 田 iveda.9 

states. 10 the偲栂 ofthe materiaI∞w， the substanω..ωnceivsd as 

慌 tendedin a unique -Sp盛岡 butin the伺.seof the pr臨調ntationof her， 

山esubstanε'" m岨 tal-田，，，十;endedin spaωbut also ∞n岨 vedas 

p~"乱凶i". 油m唱:htime. This difference of eubstance adds 帥 element 

" ∞，"凶 tothe states of飽"'"巾iS，which distingu抽 asa state 
∞n阻 vedas belonging to the one from the same state∞悶孤珂d" 

belongIng to 仕向，tb~

Part of the con旬nt.then. of 80me m田 telstates路問調関ril，
'""ωIved as forming a world by itooli. But there are other mentel 

states， as， when we are dr腿 mlDg.lma~四ing， fali珂 plee.sureand paio， 

or e.喝 .. 吋".恥tr8叫 thinkinι 。fwhicb 出自 cont姐 t路 not 80 
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∞'~IV，唱d. ln these cases the ω，ntent， in 80 IIIr as it iaωnooived M 

existing， exi醐 onlyas the f.併温 ofm岨 tal8t8t幽 The differer闘

botw醐""，，∞"t偲旬 andtho民 whichsrs伺節制edflS cOIIBtituting 

the Spa“al world， is what is rnaτ'k&d by the fact tbat K色ntea.1I.S the 
1atter contents th色1mBslv錨 'P'悶'"もatioll8'， For th飴elatter are not 
mぽecontent， i.e. merely what distinguish闘 000mental element irom 

.00，"町， but ap明白，rto be given飴保温tentand to be bound together 

in one context of 駆 perien民， 偲白隠叫y m 山e sa.me Wa.y 舗 th. 

P'~旭川atioDs of them， along with 仙teother mental 凶留酒姐ts，appear 

to be given as existing細 dωbebound旬，gtherin岨 other∞""μ。f
sxper加恥8. The可eis exa<:tly the same r飽 sonfor calling the鵠 ωntents

them!relv，伺 ιP'闘entation凶 IUIfor giving th8t name加 th・mental
，"'t舗。.fwバhich七heyare ∞n愉伯母 and to all other mental states. The 
first gTOUp are 'presentat回国 01 ぬeouter羽凶e'，the舵condof 'th8 

inner'. wh阻 aμ:hychologistenminωhis mind， he has， to use 

Hume's tarma， 'impr錨創ons'both of 'impre鎚ions'IInd of 'id，鈍ピ ~d

'im戸錨臥.on'is used ill both the鎚飢騰sin the Bame縄問e，that of 

aomething both immediately giv9n，舗 anobj伺 tof 'intnition' (Kant's 

A凶 chauulIg)， and as f，併mingpa悦 ofa unI'Iue seriea. But when his 

'impression' is of an 'impres飢.on，'仏.9lat附rimpression nec閣 sarily

.，胆arsas part of bis mental岡田sand it was on(ヲ郎 Bnchthat 

Berkeley efrollωus1y wished toωI).';ider it; wheraas when his 

皿炉開sionis of回 'idea，'the 'i盛岡.is really a part of h凶 mental

駒~佃d "0仕llng mぽ1l. Wh姐Kant，therefore， speaks of the 

'app縄問Eωtowbich he ωnfines our know1edge of也erea.l world，舗

、nerepre閥抗a旬。n8.'he m他 nswhat would be mo同 properlyω""'"
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i∞ntents of PI'E鈎)ote.tion，'思ncetbey uood not always have actually 
been 'pr飽阻tad'; but still he m健闘 tho鴎∞a旬、'"∞lSidered 8s 
having the character confeπed by presantation， i.e. as absolu凶y

particulari縦割dor individuated by仕湖 uniquetime-series， oot in 油田r

abstr蹴 tcharacter. Any也、ngwhatever， whichιd出ll'IInM氾 thewill'， 

i.e. which cause8 a.ction， iB a 'pr~凱ntatio ど m 泊四-.創位伺 it must 

he曲 elem四 tin the me飢801ser圃 andan 'obj問ザ(Gegenstand)of出

'M~ 田圃， either p叩 ble(if it he sub咽四四S)or回四1. But 

ω"0凶ion18 apt to ar諸島beca.use90ffie of th回e'pre!強ntations'ofもh.

=町民国.. .均a.lBo 'pr個~'"も 008' of the outer. And a further 

∞.nfusios al関側湖町 becausethe 'pr開祖tations'of the inner闘益晶l
may be 'id鈍s'of 0山町 、開槻utatioぜ of the inner鵜沼崎， e.g. the 

'idea' of my fut町 epl，侭aure，or of 'pres但 tat10凶， of the outer， e.g. of 

some刊 .rygood wine， 00色 M戸uallyexist組 t. And 8011 th闘.'M倒~，
diff町 entm r図P伺t0' 七凶 ∞E色姐tof the 'PreIi担'"旬ou'，from those in 

which it凶 sometbingabstract like the moral law. Neverthelass， what 

u旭国portant切凹t醐 andwhat i6ωo oftom laftωt of sigh弘掲

that in all CaS9S alike what ca.u倶Saction i8 some 'pre総 ntation'of the 

血凶."開僚主、 whetherits conten七 bethe moral 18W， or tえha'idea' of 

another presentatωn; and tOOt thU8 in all ea凶 sthe 'will' is 仙，bi~凶旬

the 'natural' law of causal比y，and 'dat聞 nined'by an 'appearance.' 

Now it i8 characteri叫.cof 'yoluntary' ac沈ion，i.e. of human 

volition， as OPP凶"'"∞nation温 generaland ωω，me forms even of 
d錨 ire，not only that the pr悶 entation01 the inner se時 ewhich i8 it8 

cause， must always be組 actualprQ齢 ntation，a8 OPPO腸 dtoσnethat 

i8 sub-eonscio¥U!， but al駒山atthis pre困ntationmuet have 10r content 
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a mere 'idea' of釘心".. "田伺tationof也eouterσr mner鋭狙Z祇 Md

"t曲 M旬岨1P'飽entationeithet of the one or tOO 0七her. Thus it is 

possible to desire a pe町， which you 民側allysee， and this desire ma.y 

be ca.use o( your eating it; but→ if thia is all， the action will not be 

voluntary. To make it voluntary， t恥 d，回.remust be not of the pear 

but of the t!誌ingsnd eating it，町:tiO!lSwhkヨilRre not Y8t a.ctua.lly 

P開削初d. lt is this which would seem to di.!tinguish actio悶， whたh

~.叫tOrnat払 as a result of habit，針。m thωe which are mere1y 

instinctive. Both alike a1'D儲凶edby 'pr伺 entstion.s'of the i!lllef 叡知a

whicb are not actually presented OOt sub ∞E阻 OU8;only in the first 

tOO sub-conBCiou$ 'PI'l)S組 tstion'must be of something it関1f田tsctuo.l 

WM"過.sinthec圃 eof instinct， it msy be of 3D a.ctual pres釦 tation01 

""側も..，rsense. For i!llltaωe， there駒 8mslittle doubt，廿wta dog 
ma.y be directly moved byぬesight of a man whom he ha旬S，to 

sttack him. In which ca騎 the pr.舗網tationof もおeman. is a sub-

∞n皿 0'"戸嶋叩tationfrom the point of vi開。ft泊温Eぽ""鈴 (for

the dog probably does not p崎rceivethat he随時 tlwman); b七エtis 

not a副恥∞n8Cl0U悶 P'偲佃tation01 仇， "tωck， asエtmight he in a 

man who had ∞臨む。uslyformed the habit of切 ru，，，"ωrtamper~畑町

whenever he met him 

引h嗣 edistinctions are all of them important in∞凶ideringKant's 
aαount of volition， as with n現~ard to al1 of them he usa， at time， 

ambigu。凶 langua胆;and we shall have to take fI.∞'"同" th配nlater 

m con必deringhis treatment of Hedonism. Wbat we a1'll∞noorned with 

now， however， is their bearing on Kant's view of practical freedom， as 

helonging 0凶yto m剖 And 1 th羽，k出eyserve to位同副.nanotb.肘
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confu鎚.onin the passage CJuoted above (R.V.p.879)， It is not ooly 

that 'COII四，ption' is there 国 ed as 悶uivalent to 'pr倒 elltation of 

conception'， or coru:eリptionas paychic泡1exi凶ent:but tl硲，reseems aJso 

to be an ambiguity in仙@醐国 inwhich he sp国抽 orm曲、 action闘
"，，，制terisedby the fact that it '但nnotbe ascribedぬもhereceptivity 

or .姐sibility' 古山 d碕 criptionis oppωed to that of 'life¥鎚." 
merely四imal'na.ture， in whi惚hwe have 00 reaa叫 to'think of any 

power. as other曲目醐.00国防∞nditioned(simuich bedingt)(l). Now 
by this latter expr凶 $10D比 aoomsplain th!l.t what Kant mea酪， is tl凶t

the actions of all other parts of nature have sensib1e objecta for their 

~"'錨 l七18m ぬ.縦割闘也此 itforms a true antith回isto what 

immedia旬Iyf，。且.ows: 'Man. who knows the whole of na.ture baides 

$olely仙刊明h.00醐， go筒加。wl院igeof himself also throu唱'hm師
apperception'; i.8. 0廿heranimels and 四日iwatenature are m陀reobj・e旬
。fthe sens関 2 曲 d七hereforetheir a.ctions cao oo1y be ca四回 byobjects 
of the腿nses，which is the type of natural causality;明h町Sωman1s 

Bomething mol'<l. But when Kant go図 onto $1渇akof man as 

r刷羽g-nising actions of his own 'which he cannot aacribe to the 

lmpr鎚唱ionof the 58n艇が!比I$hard to believe thatむhose '勧otj，瑚

which ean be ascribed to齢邸eimpressio腿， are oot actions of man' s 

w込1，under the a.spect in which he ca11s it 'aensual'臼田ilicb}a tenn 

which he explains 腿 m姐 ning that it is aff，回ed 'pathol。酔叫y

Cthrough motiv錨(&将司U鴎品。n)01 se国自)'(p.370. Now， if山崎 M

ao， Kant would s倒m to be treating three totally distinct notions a8 

(1) R.V. p.379 
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叫l叫ua1lyrelevant for his purpose. Man 羽，~皿 1 (1) in 50 far as 

his actions may ba r句 arded回 8飢 sibleohjects， belonging to aω""抗

of experience (2) inωfar 8S he receivω 皿肝細創価sof the駒田98.i.e 

mωfar as he is ca.pable of p附rω""'8劫msibleobj民臼 (3)inωr" 

BS the ι凶飽， of sensible objeds is tbe cause of his actio陥 A.d 

a.gain. in sll th駒e divisio!l.'i， sn ambiguity remains b偲副総出e

'a回 ibleobj館ts'msy be obj民tseithぽ .r七heouter or of the inner 

切首e. Now， whe匹Kants悌 aksofι""町(Jnomy'of the wi11，ぬati.s a 

diatinction ba胎dupon the third BeI四 inwhich msn is '88.随 ua1，' The 

will is h悦~.田mo\lS. wh楓泊施twhich ca四 8Sthe action is either the 

官館。 of80me SE組閣.ble0同ect，either of outer or in山， .郎総， or the 

sctusl pl'l抱entationof回 meohject of outer sense 

Even here， however， Kant is a.mbi宮町四， since he sometimes spesks 

as iI the a山，1p山岡田 .f曲。蜘tof OU回関醐 w醐

~滋SBfy to conatituωh錦町田.omy-such a case asぬ.atgiven above of 

the desire of a se叩 pear;同 d，where he d<lωnot S'凹e町 tolimit山e

。"."刷ionso narrowly旬 this，hs se陥msalwaY8 to be th加IkiD.gof tbe 
'id純 of80me obj町tof the ou旬"阻sa，e.g 吐letaking of the pω"， 

aml hardly ever of the 'idea' of閲 meohject of ths inner sense， B.g 

th. 縦軸.ationsof touch and taste that a∞ompany the eatiDg of the 
P鋤r.orむhepleasure由eyexcite. Yet it is plaiD tbat where the Ga.1Il扮

。fωtionis the 'idea' of 80me future sもateof the ag担 t'smind， the 
action is fully hsもeronomous. But the cODfu岳OD wbich bea問。n

practiωI freedom' is that KaDt's mng刈.."間関..，錫枇羽 notioDthat 

where action羽田"'，岡田m.四， i.e. does not fall under (3)，も凶

therefo向田tDatura11y阻 used，i.e. d。倒 notfa11 under (1)， wb記his 
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by 00 m側nsthe casa，叫thoughall actiOD which is heteronoUlOUS， 

must fa.11 under (1) 

Mau's 醐刷附~.雌也凹der (2) is irre1evant bcぬ tohet.ero田 m，皿d
to practical freedom. Kant is h.鎚渇∞mmittingthe error of r曙.rn'"
tlle relation of $ubjeut and obj舵t，in exper同時" as the relatiou of 

ordinary ca四alitywhich holds ooly betw醐 .b問凶 "'田園 th，
"闇blili旬。f凶旬。nomyqUl旬 rightlyto tbe fa.ct也前 0官 expenauce
留鱒畑凹us，that隅 donot know objects a priori in virtue of an 

intellectual intuition. But he seems to regard the effect of objoots 

upon US， whereby we kllOw仏釧n，as the 8ame thingωth世 effect温

determining th地 will; wher舗 sthe Imowledge of obj舵匂 CaJllIotbe 

rightly r町gardedas an effect upゅnQur sensibility at 811， and， if it 

were， it would not be the sa.m凶 thingw比hぬeeffect which the actual 

p問鎚凶ationof obj~記ts or U理組関， of them， r略ardedas p$hychicsl 

="細胞， produces in飢 h.oq凶 ntstat舗 ofmind. Yet Kant s飴 msto 

regard the Ulldoubぬdfact of 臨時サp~'咽tioll as a confirmation of色h.

問 alityof heteronomy， and， through tha.t， of his misleading description 

of 'pract辺倒Ifreedom' as something empirically knowable 

Itisinm組、風nsuo町田側四4釘(1)tha危..阿a.chwhat泊施ally

relevant to fr・edom， wh飢 tlm 鴎peet of his nature i8 cle町[，
d阻tinguishedfrom (2) Bnd (3) it bl嗣，mepWn that all his a.ctiollll 

""創mplyunder .目的"叫 laws'. They are aIl m町'e 'a]即eBranees'of 
出.emner s佃隅e，and are oompletely cau鰐 dby previous epp腿 r叩 ω"f

仙lemner錦町鴎 託凶 true，that， where the cause ot an action is仙陪

presentation of a law， the law whicb is prωoo~d 四 not itse1f a 

S四 suousohj飽.t，and herein出erelies a real distinction b略tw醐 1山@
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ωtioos of men and boo.sts. But what盟 importantis that the law 

m"色."，..狙tedto tha inner sense， before it can be∞nceived aa 
ca.usmg枕18actiOD; 9nd aB !l. pr臨狙tationof the inner sense， it is闘

刷 1ya senSUOt凶 obj副"阻yother， though only of the inner鴎包舗

Thllll wa might truly $l1y ot man， what Kant 89yS of bessts， that we 

lia.ve no reason to think of any of his facult由幽 'otherthan 

S偲叫0国1"。叫itionad'. The diffsN狙峨 betw6enmen and boosts i$ onb 

that b組stsare appan姐Uyincapab1e of forming a.bstractio四...仙e

content of the pr鎚entationwhich cau民抱 theiract示。nIIlUSt a1ways be 

"随行 apr.偽細川.tion;in other words， bec淘usethey know回 thingOOt 

駒凶ib1eobjects， their action is always heteronomolls. But this 

diffoぽ encebetw傑mm曲 andbeast8 only pro干倒 him to 恥 s different 

sort of natural 0岡田 r"羽池田 itI$ by 00 meane sufficienも 10
entitle UB to ascribeιpracticsl freedom'旬 him. Man does not， wh組

，，~畑 mora.lly，鉱hibit 皿y 'pU詑 activity' (G.p.299) This 'pure 

activity'， in即 faras it ca.n be 錨 cribedto him at all，∞凶泊tsonly 

in his being able to∞ncei ve the ld倒.sof R縄 son (G.p鈎0):the.t， 
wben they have恥純 ω00創刊d，they should influen，ωhis actio九億nnot

b"略e.rdedas e.n instance ofもhesame aetivity. And tbis power of 

∞"0切回nit関"~岨。t w.巾ωutdanger of misl開.ding，be伺lW. 

トp凹岡山ity' 百atis an e:叩隅脚，.b凶叫脚tsthat the Ego to 

which K皿 te.ttributes it， may， from the α:>gnitive point of view， at 

all Bvents， be regarded e.s itseli an unce.used cause of its pure notio防

e.g. the Ideas of R関.son. Bu1ら ashas b開npointed out at length 

aboV9， Kar抗 ωuld not maintain that the Ding an Sich or the 

b帥醐吋回talEgo re叫Iystood in a c叩叫 relationto experiena 
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their relation to it is rather that of reason岨 d con酎q"~回 To

maintain the opposi七eistoid組組勾曲e'synthe民島。lt凶 Transcendental

Ego， with the actual process of judgi回Ig， aod to make the Tran“海"'，"ユ
Ego lt凶 Ifthe psychologiω1制 bject. If the relation of the premis回，f
a syllogismωt凶∞昭1回初ncould be cal1叫 'activity'，there might be 

nothing misleading in the notion of a 'pure activity'， But as a 

matter of fa川 itis rather仙時間lationof the rit∞gnition of the 
prml1lS凶 toU締 T例。gnitionof仙.∞oclωionas conditio恥dby them， 
th"脳陣'"∞昨曾句pondto our notion of c噌 nitiveactivity; and such 

a prQCl四 Kante悶 bles¥lS toω七a剖 e，as not what he meana by 'p山港

問 ivity'8i醐 itinvo山舗 U田

Indeed， Kant him叫f，suffic泊ntlypreve旧tsmis-a.pprぬBnsionby the 

rigour with which he rejec旬臨，tt岨 ptto con閣 veas prior in time， 

that which， jf it determine the wiU， shews that will to be 'practi個 lly

free.' In this r句舵tionbe is qu瓜teconsistent. 'The action' he 811Y8 

(R.V.p踊1)'00 far as it凶 tohe imputed to tb刷酔ピ (D阻出血gsart，

地釧tifiedjust before with 'intelligib!e character') ιas its 岨凶凧

never出晶鎚，.腿 notfollow from it at al1 ac∞rding to empirical 
h事"油wtis， 80 that the conditions of pure毘弱。n，bnt only 90 that 

the eIf凶旬 ofpure r四.son111もheappe;arance of the inner sense pれ尉ede.'

In other words that which四旬 00四!gardedas the∞ndition， 01'， as 

K，"十 callsit，ωuse， of the action， in so far踊 th，も actionexhibits 

practical freeci。凪""四 notprecede the action in time. The actio・M
only preceded by the con駒，.細ce，or， as Kant ca1ls it， effect， or七hl.

U旬U単M回， conditio判 andher雌 theaction itoo1f may be said to 

'follow from' the condition as a ∞lclusion follows froi:n p田町民5，but 
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I10t to follow it in the time-order (cr. above p.lOO). Now， in tOO case 
of morel action， this 'eff，政)t'，which produoos the Bction， is just the 

p'.舗ntationof the moral law; and the intelligible∞ndition of也"
effect is仙.9moral law itself. K!lot him副fa1low that this eff，艇も " 

presentation， must always be前切組tin human volitiοn 岨 d.what 1 

wiah to maintain， is that th均 isall that the analy租sor human 

volition， as仙曲。 ca.never shew to be pre!:lent. 1 have 偲a.minedthe 

∞，nfu鎚，Qnsupon whi出 Kant's∞ntraryview tha.t the law itse1f is 
W"ぬow旬加。btainedby田，1，阻Sof volition， that it盟 givenby a 
'p町eWill' or 'pract必aユR縄 Bon'， seems to be b悶刷。a.nd thc舗

∞uusions se間関fficient初旬以臥nthe vi開 andto凶陪w that，白川
K回 ta.t any rate， it wss ba副.ess. It only l'eIDaI凶 togive a positive 

summary of the同t1Sonsagainst the legitimacy 01 any such vi開田d

then to shew what is the real m側.ningof 'prsctica1 freedom' and how 

it is univer閥 L

The point at issue is this: Whether 'will' c曲 beundersω吋"'

all I!.B other than (1 form of '(lctivity'; (lnd whether， if iも"'闘

志.ctivity，it mnst not beω岱eeived邸縄民泊“allyconditioned by tirue， 

and therefol'l)， in Kant's la昭 uagea mere 'appearanee'. lf it be a 

m釘喝、ppearanee，'the∞"0司ptionof a 'pure Will' is nonsense; and 

'will' cannot be伺 cribed幽 anattribute to anything real -eith.回"" to 

God or to the Tran民府叫伺talEgo 

Th(lt 'will'泊 afonn of 'activity' has， 1 SUPPO騰。 neverb剖 1

d四:puted. Kan七himse1f，as we have関 00，refers us， for our notion of 

pure Wi11， to the pure activity of the Ego. What is曲仰to' 旭

whether psychi回 1activity， I 
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My ∞nclusion 油価 isthis: TOOt that 'will' is only tl 旬開.1

form of natural ωωality， 01 r8仙.er，a natural causal pro偽札 wh町e

t加C8.useis of or胞 definite80rt. 1t IS a昭阻alforrn of natural 

'"踊ality，just as explosio位。fgunpowd官 bya match is one Sp聞.1

form of natural ca¥ll!a1ity，冊Lde;てplosionof gunpowder by p町側出回"

another. And，ぬ8ton which 1 wIlih to insist， is that voluntary 

actiou， of wha帥， ，ぽ丸 山，，~凹岡山町同剛一

保hibi匂 ιfreedom，'in tlw seωe whioh 1 have hitherto explained 118 

僧舗恥ialto Kant's D'制otion，nO血。reand no 1鈍， thω1 gunpowde抑
制 cplosionsor any 01恥rnatuml proωS8 whatever. 1t s闇 ns，indωd， 

strange that this CODcl四ionfrom his doctrine should have e関 spedthe 

noti偽 bothof him副 fand 0もhers，to the位 ""tωwhichit has. Fω 

he rapeatedly a魁町匂 thatfor every 'ap抑留岨舗， we must suppose an 

intelligible ground (tOOt D泊g岨 Sioh)，and it is just this dependen伺

of the ca凶 e of his actious OD 師 intelligihle ground (ぬe

Tran闘品回ta.l Ego)， which he 必scriOOs as constituting man's 

'pract:ぉalfl問 edom'. Morωver， evell the identity of the Ding an鼠""
姐 dtheTra皿 endentalEgo has be組 8昭 g飴 tedhy him aod ac岬'"hy 
oバhereo出。ughthis would not be n政調凋ryto justify the infer酬明

，，~出e depen，ゐ邸e00 ao III旬出gibleground旭 byitse北fsufficien比，，，

pradω1"銅山 n. Wh姐 thisis acknowledged， 'practical' freedom 

disappears altog・her as somethiog intermediate betw鋪 1 oatural 
caWlality and t1'a白紙抽d担 t>u，時edom. For， as Kant himse1f says， 

nothing interm叫~旬'" p。咽sible;only two sorts of caus!UIty can be 

∞nceived et al1. 'Freedom，' then， for Kant means only 'trans<四dental
freedom'， and 'tr釦'"府叫肌talfre“。m'四回tιpractical'，in the 鶴田担
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that 泊四 inseparablyω田~悌d with 'action' a1oue. It盟 truathat 

副 0"'眠抑制eot00 'tr曲師吋.eota!froodom'， but山 tis 0時

because it i$ the re1atヨ00which holds betw聞nthe empirical CeUl醐 01

those actioos and the tran依.，d腿ta.lground of 関 '"ω".猫 wh飢h"

醐13ible0尚怜ctsproduced eff，配旬， IIlId 80 vindicatad位同rright to be 

∞nsidered prac凶ω1(舗 theyalways must)， OI田丸池勾 wouldequally 
h"回"'旬。)f'transcendenta1 freedom 
The degree to whicb Kant himsalf was forω!d to r9∞gDise the 

unpractical nature of hi8 ∞岨司ption of Frωdom， i8 singularly 

il1u前ratedby a pe.S姐.gein the 'Metap明 icof Morals' to which 1 have 

referred above (p.105; M.p.23). He here d叫 "ωthat'Will'， which h9 

h腿 hitherωregard，凶 asidentical with 'pur・prn出回1Rea800'， and IlS 
that which i8 alone endo附，dwith 'F民淘dom'in his Sp!刻" .00銑

cannot he c.皐lIed either 'free' or the reverse， 版記a醐 it is not 

'snsωptible of COIDpu1siou'. This 'susc即位bilityof compulsion' impli，伺

subj問tionto natural law岨 dM.。刷lbject，lIe d同!&<鴻 thathuman 

噛ゆ醐I 抑 il出血r)ma.y be called 'free'， He would seem， therefore， 

?ぽeto recognise that 'acti。ぜ偲no叫yh.∞.ncelvl調das a time-pro侃SS;

indeed be aays tbatιWill' doos not re:fer to 'actio田 (Handlungeω

回 dit沼 onlybeca凶.ho揖包 tbathe would he d.坤artlng旬。 farfrom 
d・eordinary四eof 'fr関 dom九百凶必.Bconnec'凶dit from action， that 
he now d組i鎚 freedom旬、iVi!l'， The fact is出" h羽 P可eV10us

doctrine has already de仰 rtedfrom tha ordinary usage， fu此b"油田 h，
himself was fully aWarEη and hence the inconsisw目隠y，with wbich he 

now tri錨 topatch Up tl羽 di回得，~ヲ The true way of m偲tinf!:tbe 

difficulty would have bii四， as bas b!相岨 poinωd0"七lもoin凶前 onhis 



G.E.ムー?の助手厳蛾省文 121 

m~凶ng or FI'E叫om舗 tbetrue one， and to give up tbe sp民ial

conuection wbicb be had hitherto a脳"'旬d b，伽een it and human 

vo1ition 旬開。ognisethat 'Willkuhr' was a mere 'appe町 ance'，and 

therefo四 not'free，'岨d山at:that whieh was fr民 hadnot even 80 

nlUch conn民tionwith volition， as to d儲ervethe 回 meof明i11'

Tbere wou1d， then， have st田 dout e¥腿.r1ytlw prob1四， whieh m¥lllt be 

lIext di回 l樋 ed-the appre則ationof his u鶴 of'Fr騰dom'8nd of山e

importanee which be a8Signs to it in re1ation to Ethics 

on閣 justif】ωtionhω.lre副， b，組 pomtedout -name1y that 

Kant'e view re昭"，m敵調 that other e1em組 tin t凶 00'姐 1pro伺腿l

negleeted hy a Determinism or pure relativity， whieh I have called 

'form'， and h即 etried to exhibit as the 0凶yha問。f'Fr銅 dom'for 

tb岨 ewho take the岨usalpr旬樋sa8 the ultimate reality. Kant's 

M凡ioninclud倒 thise1民nent，but it also iucludes mueh move， siuce be 

臨調 thatfinite things， tho巴ghthings and not mere relations， are yet， 

as finite， partly defII碍dby ほleirrelations， and thωcefore not 副f~

g山田もentor capak札。 ofOOing r昭udoo倒∞mplBter倒 1grounds. But 

tbe刑 is，1 think， anotber justifieation in 80 for 8lI 'trans陣地dental

Freedom' can be sbewn to have an伺鴎ntialωnnectionwith E也記8

It is ， in Aristotelian language， if tran民endentalFroodom can be 

shewn to supplen叩 tthe notion of a m併を effiα組 tcauae、"tαnly by 
tbat of a formaよ butal80 of a final姐".
Now for Kant 'F峨姐om'undoubtodly has th旭 signific刃包nce. He 

deduc四 there.肱lityof Fr働domfrom tbe reality of the moral law; and 

the moral law is what determin槌 uゅ。凶yohj釦tiveι姐 "αweck)
Ourre鎚ontells us that 刷、""批 todo 80 and 80; and it鈎 merely
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boo.四 ewe know that WB 'ought，' that WB arll able to conclude that 

w. '鴎n，'i.e. that 、... 8 are froo. 'If 1 ought， 1 caぜ does1I0t me組 r"
him. a.s for ProCessor Sidgwick(凶6)，出抗 oolyactio溜 whicb w叫t

follow upon my choice of them， can h I'f剥~，目，bly iucluded in my 

田町nof duty. Kant fully reoognise凧 what1 have tried to sb開

IIhove， that the fundamental総舗eof 'ought' is that in which it 

P'初出b錨姐もdeal，which n鍵ldnot be physkally or psychologi叫 .lly

P'叩 .bleω Th.∞m・ctionof 'ought' with 'can，'問。neof complete 
d.朋nden，同 ofthe latter 00 the Cormer. What 1 aught to do， or what 

oughtωhe， is 'morally po!lIlible' (P.V.p.61)，例姐 if，acwrding to 

natural lawa皿 dso Iar as exoer組 ωenablesme to pr・dict，it never 
will happen. This ie what Kant rneans by the 'Primacy of the 

Practical Reason.' It is 1I0t tha.tιWill，' IlS equival，開tto Prac必oal

..館。n，is色ohe regarded as the fundar田ntalreality; but tbat the 
PracぇiealReason， as p醐 cribingぬemoral law， enables U8 to組la.rge

our knowledge of real凶，yin a wa.y that t担Sp.αlativeReason alo闘

∞uld not do. From the fact that a 'kingdom of加 ds''ought to be， 
we can conclude that a 'kingdom of end.s' i6 not 0ロ11ypo鎚iblebut 

nωa盤 ary，a1though， if our knowledge were∞nfin吋旬。xperience
alone，明eshould be bound to c(叫udethat it was neither actua1 nor 

poasible 

Now wh.但Ke.nttakes the moral Imperative， as such， for the 

pnmaryιfact' in the metaphysics of ethics， he s岡部七ohave boon 

influen'偲，dby his也船ry that w辻 ism。閉山an s psychologi咽 l

(uαR.V. p.l0l 
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faculty. Wi1l Is凹 doubtthe source of the imperative mood 朗

distinguished from the indicative. But， if也固め0拘 analysisof will 

hss been corr旬払"処皿0も抑制iblybe tbe llOura of the u臥.versality

which di凶 nguish阻 th凶 moralimperative (rom every other. The will 

羽 capab1e01 ∞rnmaluli碍， as of doiIlι 明hatis wrong WI well as 
what is咋ht;回 d80 far 8s it， and therefore the imperative form is 

coneernoo. a.n injunction to wash your hands is precisely the same 

thing as組問unctionto pursue what i$ good. The qωstion whst 

ought to be willed， cannot be ansl'l眉edby an analysis of w副 itllelf:

foc ，政治回以抑留偶且 never句11you mぽ ethan what悶 willed，明hich

differs with必fferenttimes and different p昭rsons. Kant rejsets the 

theory that 'the good' i8 tbe foundation of e油由， P'ωiooly because he 

thinks it can ooly be dir鶴 tlydetermined by an a.ppesl 旬 tOOfeelings， 

which vary 飢 bjective1ywith individuaUl; and it 凶 the similar 

subj配tivityof the will， which seems to me to condemn his own 

'imp官 ative'. He WM  perhaps misled by h白色B1reωexplainthe 

ambiguity af the terrn 'Iaw，' inta thinki珂 thatthe only po皿 bleway 

oi distinguiahi噌 maral'from 'natural' laws， was the implication of 

command in the former. What he meant by his conooption of a 'pure' 

will， wae a wil1 whicl】功。uldcommand∞四盟国ncyin your view of 

what ought to be done -a ∞lSI1ltency， which is I田鍋esryto 隠~"，

悶悶ch. But all that a 'pure' will∞uld really rnean， wo叫Idbe， a 

will which was∞nSI1ltent with itself in仕1efact that it alwa:戸
comrnanded， not in respect of tha.七 whichit∞皿manded. We may 

sdmit伽 tt協同町一油国nedby an analy田 ofwill; 

but it would be by 00 means sufficient to give a moral principle. It 
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回 truethat wil1 oonnot but be consistent with itself in that it alw8.YS 

∞mmand; hut， wha.t Kant did oot関e，WRS色hatit was a ωnsistency 
凶防， 0均ectoomm訓 d可。 thathe was after all requil'ing. lt is t四

that this∞悶'"旬恥yis dir&etly gi刊)u as 00 more than a formal 

condition oi good willi時，1mも抗 isa fonnal∞ndition of 8000 
willing， and oot of willing in g咽.eral. Thu肌 whatre噂lIydistinguishes 

tbe moraI law from laws of natur閣。 is tOOt it 臨 p'図S凶"，
00"00山 onof natural objects， not with one a.nother， but with the 

"'陶nof '細目d'0ぽ 'g加伽創s'， 1筒 primaryform is 'This四 good'Or 

this is an end-in-itself' or 'this ought to be;' the∞m町田d，'do this' 
18 no mQ問池田 acorolla.ry from回 cha judgm姐 t. It is a 'law'， 

boo，四eBUch a judgment， if true a.t a11，継悶旬Be8 a universal truth; 

曲師槌釦ubj帥 "m日皿"刷。。も h 帥'1"棚diuto more tha.n a 

particu1ar sta回 nentof faet -'1 me岨 todo this' or at 即時00'ι1think 

you ought to do it.' To tryもoohtein this objective validity O¥lt of 

'W】11'-'this ought to be willed' O¥lt of '1 or YO¥l or aU the world， do， 

or ean， 0汀皿UlItwill this'一回.p"α到duresimilar t。七hatof tryi臥gto
prove that '仙1$lt tI加， from the f;前t出atall tホeworld belωVB lt 

The assertion of 'goodneas' claims rationality in色h，締悩B 偲 pl副."
above， p国 iselyas does the !'IS$Br丘団 oftruth; the first hae uo more 

conn創期onwith volition，色hMtl羽 lattぽ with∞gnition;bo仙 restOs 
t網開me'Th回四七icReasos' -if we a聞 toadhere to仏lecustom of 

8scribiuo: them to 'reasou' at all 

(1) Cf. P，V. p.114. He does not see that th・m回renotion of 'ought' IS en 
。bjoctor matter of a 8p<lcial閥抗3 出ough，Iude・d，not an object of 
泊tuition
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If， therefor晩、."姐mineKant's fi泊 t阻 P'錨 SiODof the moral law 
'Act only 0[1 that m鴎.>:imwhereby tbou canst at the same time will 

thllt it sho叫.dbe∞me a ulliversal law'， w吋"凶 thefollowing r鰯叫t.
The signitic四 ceof the expr納創'"'邸旬。n曲ewords 'thou ea尚北 will'

But t祖 reseem 00 limit.s to the留npirical1>。副bi1itiesof willing. It 

."，随ibleto will 0凶 thingone day， and the <)理事醐伯 then健 t. It is 

ooly，立 tbequ鋪tionh闘 b.肌 h四ed，by a previous as唱umptionthat 

wi1l c帥即tbe inco郎 stentwith i七回If，with r智也rdto the objects 

willa， (in rel!pect of alwBys being will， it m悶 t，cert白血Iy，be 

∞nsistent) that 山崎=，飴sionwill serve fo汀 whBtKant m組閣 Kant 
a網=錨 that1 cannot will a thing to be a universa.l law， to which 1 

might afterwards willh an excap旧 n. Perhaps， I c帥"も rational1y;but 

what国初 ωmpelmeωwill rationally? It is adm同 edthat most of 

四四ryseldom do. To set up this B.S the fundamental principle of 

morals is as if one were to find the basis of ap回temologyin the 

principle 'Think that ooly to be tru.回， which you can o.t the SfLme time 

think旬 beuniversa11y true'; whereby it would b8 fLSSumed that no 

。Mωn think otbrw凶etba且 rationally. The in田rtiollof 'at th，陪 ~m.
time' only mak鋪 matterswor鴎， by involving仕崎山ωry(whi噛 h鎚

somatlmE泡 b.創 he1d)もhatthe pr出dpleof oontradiction m四~ 0" 

more and nO 1倒 stban tbat two∞ntradi同orypropositions cannot both 

b9 true at幼esame time. Mor関 v9rour epiBtemological principle 

would have just as much right to the impera刷 9form， as the moral 

。鵬 That form回 ineacb ca切切tallyi紅白levantto the subst&nce of 
叶19prindple 叩.，臥鈎nwhy K師 t"鈴sit 喝 preCl倒，lytbe same 
fallacy， which he betrays in 'tbou cans'十 will'，He im昭 m飽 thatthe 
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。bjectivavalidity of the principle， proc民dIJfrom tl樋 natureof w湖
北鈍lf.and benoo 問m舗ent.sit as随院側::eeding. In fact， however， this 

refereωe to will merely ∞nooa.ls the faclもhathe iB d姐 lingwithもhe
同 Ion'ought';山 ooly0加醐ntialelemenl山叫問図00

時 that of u瓜'W制 lity. Its whole signifi，但姐a ω.n， therefore， be 

E仙 dぽ edin位lepropositi(叩 'Youought to do that only which ought 

umver司a11yto be d.ω，，' 

Now， if 鳩山18way明間陣t七凶也脚'Ythat tOO princi曲。f

Etblcs h船艦姐ntialref.併 enceto wi1l， we thereby give Up the precise 

∞，nnection， which Kant found， hetw餓 nethiω 岨 df，舗dom. Their 

connection， for him， wB.S that the moral law， nec国 sarilyI1nplying will， 

y6t obvious1y oot identical with the law whlch governs tOO natural 

∞urse of hun】a.nvolitions， could have 00 m肱ningunle抱 wesuppc関"
to be the guiding principle of anoth附 " P官 ewill， 明寸licbis henω 

P08S備総d of that 'inteJJigibleω"叫ity，' which he calls fr飽Idom

UnJ.陥s七回reforesuch a free being w肱.'"ωretica.lly po閤 ib¥e，the 
mora.l law制ouldbe actually contradictory to the ∞.，羽 ofnature， 

"d机ecould not say it w闘 E錨.sooableto obey it. The 'Critiq田 0'

Pure Rea.son'， however， shewed it to be PO由bla; and there being 

therefore nothing against the ∞sclusionωwhich the moral law wonld 

l<md ¥IB， we cas accept its validity U1花畑lditionallyIlnd a10ng with it 

祉施 realityof tOOt freedom， which could a10ne make it va1id. It i.s， 

"凶， only b民".a仏.ere is a fr関 wi11， that there is a moral 
imperative. But if，嗣 1OOve tried ωshew，出eprinci凶eof ethks is 

not 1m imp制、ative，there might SDem n，ωneed for 'free wi1i' or 'fr伺，dom

ωground it. That principla amnunts merely to this， tha.t山附reIS a.n 
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obj副 ive 'end'，鈎mething whi品。ught 帥Iconditional1y-_00 be， an 

absolute good. And Kant， though he does also expr関sthe moral law 

in terms of the鉛 notionsyet thinks them to he memy derivative 

from that primary imperative， and connected with 'Freedom' ooly 

through it. There is an un∞lditional pr.暁 cription; there must 

theref闘 be 80me出" ~∞nditionally pt即 E刷。 and again an 

"'∞nditional pr(!l献iber. The former is th&t which is aboolutely good 
"由eBole objective 'end'， and the latter is puぬ wi11. But， says 

Kant， there is nonB among the objects of回 periencewhich will a問、'"
to the former notion， since nonB is fit切 bea univ町salobject of 

pursult 叩，9ooly ob】偲tiveend must therefore be仏凶 oolyobject， 

which h制 8uchuniversality， and whose reality at the same time is 

vouched by仙emoral law its持lf~ namely the prescriber or pure will 

Hen1伺 purewill and its object are the sarne; as is expTe飽 edin thE 

famous 飽 ying with whieh Kant op鉱UI his 'Foundatio凪 for the 

Metaphyaics oi Mora.ls: 'There is帥 thinga町wh削 inthe world， nay， 

nothing at all 祉施t組 。onceivableeven outside it， tha.t could be 
considered good without limitatiOs， exωpt only a good Will'. Thus 

good' or 'end'温 forKant nothing but the neceS.!lary object of a 

E民e飼町y'will'， which obje七canbe回 neother than 出前、~ill' 出，!f


